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ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
l
政
権
の
西
太
平
洋
集
団
安
全
保
障
構
想
と

米
韓
関
係

ー
ー
一
九
六
0
年
代
の
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
同
盟
」
へ
の
布
石
｜
｜

アイゼンハワ一政権の西太平洋集団安全保障構想と米韓関係

阪

恭

代

田

一
序
｜
｜
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
同
盟
」
と
し
て
の
米
韓
同
盟

二
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
l
政
権
の
西
太
平
洋
集
団
安
全
保
障
構
想

三
新
た
な
対
韓
政
策
と
米
韓
関
係
の
展
開

四
結
｜
｜
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ

1
政
権
時
代
の
遺
産

序
ー
ー
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
同
盟
」
と
し
て
の
米
韓
同
盟

朝
鮮
戦
争
休
戦
以
来
、
米
韓
同
盟
は
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
り
、
北
朝
鮮
の
脅
威
を
封
じ
込
め
、
朝
鮮
半
島
の
安
定
と
平
和
を
維

持
す
る
「
半
島
同
盟
」
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
歴
史
が
示
す
通
り
、
米
韓
同
盟
は
、
冷
戦
時
代
の
同
盟
と
し
て
主
に

「
局
地
同
盟
」
、
即
ち
「
半
島
同
盟
」
と
し
て
成
立
し
、
現
在
も
そ
の
文
脈
で
存
続
し
て
い
る
。
し
か
し
、
米
韓
同
盟
に
は
、
半
島
中
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心
の
「
局
地
同
盟
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、
よ
り
広
い
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
防
衛
を
目
標
と
し
た
「
地
域
同
盟
」
、
即
ち
「
ア
ジ
ア
太
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平
洋
同
盟
」
と
し
て
の
側
面
も
あ
る
。
冷
戦
後
の
米
韓
同
盟
は
後
者
の
側
面
を
ま
す
ま
す
強
め
て
い
る
。
本
研
究
は
米
国
の
同
盟
政

ア
ジ
ア
太
平
洋
同
盟
と
し
て
の
米
韓
同
盟
の
歴
史
を
検
証
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

策
と
集
団
安
全
保
障
構
想
の
観
点
か
ら
、

い
る
。こ
れ
ま
で
に
筆
者
が
論
じ
て
き
た
通
り
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
同
盟
と
し
て
の
米
韓
同
盟
の
起
源
は
一
九
五
三
年
一

O
月
の
米
韓
相
互

（

2
）
 

防
衛
条
約
に
求
め
ら
れ
る
。
米
国
は
、
冷
戦
初
期
の
ト
ル

l
マ
ン
政
権
時
代
か
ら
、
対
ソ
・
中
封
じ
込
め
戦
略
の
一
環
と
し
て
ア
ジ

（

3
）
 

ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
集
団
安
全
保
障
の
枠
組
み
を
構
築
し
よ
う
と
い
う
構
想
を
抱
い
て
い
た
。
当
初
は
、
日
本
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
豪
）
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
（
N
Z
）
な
ど
沿
岸
島
膜
諸
国
を
中
心
と
し
た
枠
組
み
が
想
定
さ
れ
て
い
た
が
、
五

三
年
一

O
月
、
朝
鮮
戦
争
休
戦
の
代
償
と
し
て
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
l
政
権
は
李
承
晩
政
権
と
米
韓
相
互
防
衛
条
約
を
締
結
し
、
米
国

の
安
全
保
障
同
盟
網
は
ア
ジ
ア
大
陸
に
拡
大
さ
れ
た
。
米
韓
相
互
防
衛
条
約
は
、
米
国
主
導
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
集
団
防
衛
網

円

4
）

の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
米
比
な
ら
び
に
ア
ン
ザ
ス
（
A
N
Z
U
S
）
（
米
・
豪
・

N
Z
）
条
約
に
な
ら
い
、
米
韓
相
互
防
衛

条
約
の
前
文
で
も
、
「
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
地
域
的
安
全
保
障
の
一
層
包
括
的
か
つ
効
果
的
な
制
度
が
発
達
す
る
ま
で
の
問
、
平

（

5
）
 

和
と
安
全
の
た
め
の
集
団
的
防
衛
の
た
め
に
、
両
国
の
努
力
を
強
化
す
る
こ
と
希
望
」
す
る
（
傍
点
筆
者
）
、
と
明
記
さ
れ
た
。

右
記
（
傍
点
）
の
通
り
、
地
域
集
団
安
全
保
障
体
制
を
意
識
し
た
表
現
は
ト
ル

l
マ
ン
政
権
の
「
太
平
洋
協
定
」
構
想
の
遺
産
で

あ
り
、
一
九
五
三
年
当
時
の
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
1
政
権
に
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
集
団
安
全
保
障
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
構
想
は
な
く
、

（

6
）
 

米
韓
同
盟
を
そ
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
く
か
に
つ
い
て
も
と
く
に
考
え
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
翌
五
四
年
春
の
デ
イ

エ
ン
ピ
エ
ン
フ
l
陥
落
後
、
イ
ン
ド
シ
ナ
危
機
の
深
化
を
契
機
に
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
l
政
権
は
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
集
団
安
全
保

障
体
制
の
構
築
に
関
心
を
抱
き
、
「
西
太
平
洋
」
集
団
安
全
保
障
構
想
を
検
討
す
る
。
同
構
想
の
中
で
米
韓
同
盟
の
価
値
も
高
ま
り
、

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
l
政
権
は
同
盟
国
と
な
っ
た
韓
国
を
こ
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
に
組
み
込
む
こ
と
を
試
み
た
。



一
九
五

0
年
代
後
半
の
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
l
政
権
の
西
太
平
洋
集
団
安
全
保
障
構
想
に
着
目
し
、
そ
れ
を
め
ぐ

る
米
韓
関
係
の
展
開
を
分
析
す
る
。
結
果
と
し
て
、
西
太
平
洋
集
団
安
保
構
想
は
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
l
政
権
内
の
ア
ン
ピ
バ
レ
ン
ス

と
ア
ジ
ア
同
盟
諸
国
の
消
極
的
態
度
に
よ
り
、
実
際
に
は
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
1
政
権
時
代
の
遺
産
は
、

一
九
六

0
年
代
の
日
韓
国
交
と
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
協
力
の
布
石
と
な
り
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
同
盟
と
し
て
の
米
韓
同
盟
の
発
展
に
寄
与
し

以
下
、
本
稿
で
は
、

て
い
く
こ
と
と
な
る
。

アイゼンハワ一政権の西太平洋集団安全保障構想と米韓関係

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ

l
政
権
の
西
太
平
洋
集
団
安
全
保
障
構
想

一
九
五
四
年
春
の
イ
ン
ド
シ
ナ
危
機
を
契
機
に
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
l
政
権
の
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
集
団
安
全
保
障
体
制
に
対
す

る
関
心
が
高
ま
り
、
国
家
安
全
保
障
会
議
文
書
五
四
二
九
／
五
（
N
S
C
五
四
二
九
／
五
）
に
お
い
て
「
西
太
平
洋
」
集
団
安
全
保

障
構
想
が
推
進
す
べ
き
政
策
目
標
と
し
て
支
持
さ
れ
た
。
同
構
想
は
、
北
東
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
条
約
（
日
本
、
韓
国
、
中
華
民
国
）

（
五
四
年
二
一
月
）
と
東
南
ア
ジ
ア
条
約
機
構
（
S
E
A
T
O
一
ωozsgakr巴
ω
寸
話
丘
三
）
円
程
E
N巴
芯
ロ
）
（
五
四
年
九
月
）
な
ら
び

に
ア
ン
ザ
ス
（
A
N
Z
U
S
）
条
約
を
連
結
し
、
包
括
的
な
集
団
安
全
保
障
枠
組
み
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
た
。

し
か
し
、
実
際
に
は
、
同
構
想
に
つ
い
て
政
府
内
で
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
同
構
想
を
推
進
す
る
統
合
参
謀
本

部
と
そ
れ
に
対
し
て
慎
重
な
国
務
省
と
の
聞
の
折
衝
の
中
で
修
正
さ
れ
て
い
く
。
以
下
、

N
S
C
五
四
二
九
／
五
と
西
太
平
洋
集
団

安
全
保
障
構
想
が
採
択
さ
れ
る
ま
で
の
政
策
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。

積
極
的
な
統
合
参
謀
本
部
の
「
ア
ジ
ア
第
一
主
義
者
」

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ

I
政
権
の
ニ
ュ
ー
ル
ッ
ク
戦
略
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
核
抑
止
と
と
も
に
、
地
域
な
ら
び
に
局
地
レ
ベ
ル
に
お
け

，’‘、
一
、‘・’
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（

7
）
 

る
限
定
戦
争
と
ゲ
リ
ラ
浸
透
に
対
処
す
る
た
め
に
、
同
盟
と
集
団
安
全
保
障
体
制
を
重
視
し
た
。
地
上
戦
は
主
に
同
盟
国
な
ら
び
に

現
地
の
軍
隊
に
頼
り
、
米
軍
は
機
動
的
な
戦
略
打
撃
力
で
支
援
す
る
と
い
う
態
勢
を
構
築
す
る
と
い
う
発
想
で
あ
っ
た
。
と
く
に
ア

448 

一
九
五
三
年
の
朝
鮮
戦
争
休
戦
後
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
政
治
会
談
の
決
裂
に
続
き
、
翌
五
四
年
春
の
イ
ン
ド
シ
ナ
危
機
に
直

面
し
、
（
ソ
連
よ
り
も
）
「
中
共
」
（
中
華
人
民
共
和
国
）
の
脅
威
の
浸
透
が
懸
念
さ
れ
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
集
団
安
全
保
障
体
制
の

（

8
）
 

構
築
に
対
す
る
関
心
が
急
速
に
高
ま
っ
た
。

イ
ン
ド
シ
ナ
危
機
の
さ
な
か
、
国
家
安
全
保
障
会
議
（
N
S
C
）
は
統
合
参
謀
本
部
（
J
C
S
）
に
対
し
て
ア
ジ
ア
に
お
け
る
米

国
と
同
盟
諸
国
の
軍
事
的
立
場
を
い
か
に
強
化
す
る
か
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
た
。
そ
れ
に
対
す
る
回
答
が
一
九
五
四
年
四
月
九
日

付
の

J
C
S
覚
書
「
極
東
に
お
け
る
軍
事
的
優
位
の
立
場
を
構
築
す
る
た
め
の
米
国
の
戦
略
」
で
あ
っ
た
（
同
覚
書
は
国
家
安
全
保

（

9
）
 

障
会
議
政
策
文
書
五
四
一
六
（
N
S
C
五
四
一
六
）
と
し
て
N
S
C
に
提
出
さ
れ
る
）
。
同
文
書
は
中
国
の
脅
威
に
対
抗
す
る
た
め
の
ア
ジ

ジ
ア
で
は
、

ア
の
集
団
安
全
保
障
体
制
の
構
築
に
強
い
関
心
を
抱
い
て
い
た
統
合
参
謀
本
部
議
長
ア
l
サ
I
・
ラ
ド
フ
ォ
ー
ド
（
〉

2
E円割－

E
R。
邑
）
前
米
太
平
洋
艦
隊
司
令
長
官
（
五
三
年
八
月
議
長
就
任
）
や
ジ
ェ

l
ム
ス
・
ヴ
ァ
ン
・
フ
リ
l
ト
（
』
ω
B
2
5ロ
2
2
5

（叩）

将
軍
（
元
在
朝
鮮
米
陸
軍
第
八
軍
司
令
官
）
ら
「
ア
ジ
ア
第
一
主
義
者
」
の
考
え
を
色
濃
く
反
映
し
て
い
た
。

J
C
S
覚
書
で
は
、
極
東
に
お
け
る
「
主
要
か
っ
直
接
的
な
脅
威
」
は
ソ
連
で
は
な
く
、
「
共
産
中
国
の
攻
撃
的
姿
勢
と
増
強
し

つ
つ
あ
る
軍
事
力
」
で
あ
る
と
さ
れ
、
中
国
の
脅
威
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
非
共
産
圏
の
極
東
地
域
を
一
つ
の
「
戦
略
的
実
体
（
岱

卑

S
Z包の

g吾
可
）
」
と
み
な
し
て
、
ア
ジ
ア
政
策
の
包
括
的
な
再
検
討
を
求
め
た
。
そ
の
中
で
、
ア
ジ
ア
の
非
共
産
圏
の
通
常
戦

力
を
強
化
し
、
統
合
司
令
部
の
指
揮
下
で
運
用
し
、
よ
り
「
長
期
的
な
目
標
」
と
し
て
、
「
地
域
的
な
安
全
保
障
取
極
め
」
、
即
ち
非

（日）

共
産
圏
ア
ジ
ア
諸
国
間
の
包
括
的
な
地
域
安
全
保
障
枠
組
み
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
を
勧
告
し
た
。

国
家
安
全
保
障
会
議
は
J
C
S
覚
書
（
N
S
C
五
四
一
六
）
の
勧
告
を
受
け
入
れ
、
五
四
年
七
月
、
イ
ン
ド
シ
ナ
問
題
に
関
す
る

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
会
議
終
結
後
に
新
し
い
ア
ジ
ア
政
策
の
検
討
を
始
め
た
。
同
年
八
月
の

N
S
C
五
四
二
九
と

N
S
C
五
四
二
九
／
二



「
極
東
に
お
け
る
米
国
の
政
策
の
再
検
討
」
と
こ
れ
ら
に
代
わ
る
一
二
月
の

N
S
C
五
四
二
九
／
五
「
極
東
に
対
す
る
現
在
の
米
国

の
政
策
」
は
米
国
の
新
し
い
ア
ジ
ア
政
策
を
示
す
基
本
文
書
と
た
却
。

N
S
C
五
四
二
九
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
米
国
の
安
全
保
障
の

「
重
要
不
可
欠
な
要
素
」
と
し
て
、
太
平
洋
沿
岸
島
興
連
鎖
地
帯
（
日
本
、
琉
球
諸
島
、
台
湾
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ

ュ
l
ジ
l
ラ
ン
ド
）

の
安
全
保
障
を
維
持
し
、
そ
の
た
め
に
、
と
く
に
日
本
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
韓
国
と
台
湾
の
軍
事
力
を
強
化
し
、

長
期
的
な
目
標
と
し
て
「
西
太
平
洋
集
団
防
衛
の
取
極
め
（
者

gお
B
忠
良
付
。
。
摩
色
志
向

E
o
g。
ω
R
S
m
o
g
g件
）
」
の
実
現
を

（日）

勧
告
し
た
。
西
太
平
洋
集
団
安
保
構
想
に
つ
い
て

N
S
C
五
四
二
九
／
五
で
は
次
の
通
り
表
現
さ
れ
た
。

アイゼンハワ一政権の西太平洋集団安全保障構想と米韓関係

「
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
日
本
、
中
華
民
国
、
大
韓
民
国
を
含
み
、
最
終
的
に
は
マ
ニ
ラ
条
約
（
S
E
A
T
O
）
と
ア
ン
ザ
ス
条
約
に
連
結
さ
れ
る
、

西
太
平
洋
集
団
防
衛
の
取
極
め
を
で
き
る
限
り
早
期
に
（
傍
点
筆
者
）
形
成
し
、
そ
の
後
［
米
国
が
（
筆
者
追
記
）
］
そ
れ
に
参
加
す
る
た

（

M
）
 

め
に
必
要
な
条
件
を
促
す
こ
と
。
」

－、
一一、、．，

慎
重
な
国
務
省
の
「
ア
ジ
ア
通
」

以
上
の
通
り
、
一
九
五
四
年
に
、
米
国
・
日
本
・
中
華
民
国
・
大
韓
民
国
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
参
加
す
る
「
西
太
平
洋
集
団
防
衛
取

極
め
」
を
「
で
き
る
限
り
早
期
に
（
傍
点
筆
者
）
」
実
現
す
る
こ
と
が
米
国
の
ア
ジ
ア
政
策
の
目
標
と
な
っ
た
。
集
団
安
保
体
制
を

「
早
期
に
」
実
現
す
る
と
い
う
目
標
は
ラ
ド
フ
ォ
ー
ド
議
長
を
は
じ
め
統
合
参
謀
本
部
の
「
ア
ジ
ア
第
一
主
義
者
」
の
見
解
を
反
映

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
国
務
省
は
同
政
策
方
針
を
支
持
し
た
も
の
の
、
実
際
に
は
か
な
り
慎
重
な
姿
勢
で
あ
り
、
統
合
参
謀
本
部
の

姿
勢
を
牽
制
し
た
。
同
構
想
が
野
心
的
す
ぎ
て
、
か
え
っ
て
ア
ジ
ア
政
策
の
運
営
が
難
し
く
な
る
こ
と
を
懸
念
し
た
か
ら
で
あ
る
。

「
条
約
狂
（

3
2。
B
S
E）
」
と
榔
撤
さ
れ
た
ジ
ョ
ン
・
ダ
レ
ス
（
』
。
宮
司
。
巳
q
U
z
－－g
）
国
務
長
官
は
世
界
的
な
反
共
同
盟
網
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の
構
築
に
積
極
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
国
務
省
極
東
局
と
北
東
ア
ジ
ア
課
の
い
わ
ゆ
る
「
ア
ジ
ア
通
」
（
〉
包

ωlgEω
）
は
ア
ジ



ア
に
お
け
る
集
団
安
保
構
想
に
対
し
て
慎
重
で
あ
っ
た
。
国
務
省
の
「
ア
ジ
ア
通
」
は
、
「
西
太
平
洋
集
団
防
衛
取
極
め
」
の
実
現

450 

法学研究83巻 12号（2010:12) 

は
現
実
的
に
は
困
難
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
同
構
想
の
実
現
可
能
性
な
ら
び
に
そ
の
望
ま
し
さ
に
つ
い
て
も
疑
問
を
呈
し
た
。

N
S
C
五
四
二
九
の
検
討
の
中
で
、
七
月
三
O
日
の
国
務
省
草
案
で
は
「
西
太
平
洋
集
団
防
衛
取
極
め
」
に
つ
い
て
次
の
通
り
か

な
り
控
え
め
に
表
現
し
て
い
る
。

「
西
太
平
洋
集
団
防
衛
取
極
め
の
形
成
、
そ
し
て
そ
れ
が
東
南
ア
ジ
ア
防
衛
取
極
め
と
並
行
し
、
最
終
的
に
は
リ
ン
ク
す
る
可
能
性
に
つ
い

て
、
こ
れ
ら
の
国
々
（
中
華
民
国
、
日
本
、
大
韓
民
国
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
が
互
い
に
な
ら
び
に
我
々
［
米
国
（
筆
者
追
記
）
］
と
協
議
す
る

（日）

ょ
う
奨
励
す
る
。
」

つ
ま
り
、
同
構
想
に
つ
い
て
は
ア
ジ
ア
諸
国
が
「
協
議
」
し
、
そ
の
可
能
性
を
探
る
と
い
う
程
度
に
と
ど
め
て
い
た
。
し
か
し
、
八

N
S
C
企
画
部
（

Z
ω
n
E
g
Eロ
何
回

g
E）
は
、

J
C
S
覚
書
の
立
場
に
傾
き
、
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
日
本
、
中
華
民
国
、

月
三
日
、

大
韓
民
国
を
含
み
、
最
終
的
に
は
東
南
ア
ジ
ア
安
全
保
障
条
約
と
ア
ン
ザ
ス
条
約
に
連
結
さ
れ
る
、
西
太
平
洋
集
団
防
衛
の
取
極
め

（日）

の
形
成
を
促
し
、
か
っ
、
［
米
国
が
（
筆
者
追
記
）
］
そ
れ
に
参
加
で
き
る
よ
う
準
備
す
る
」
と
、
米
国
の
「
参
加
」
に
ま
で
言
及
し
、

積
極
的
な
表
現
に
修
正
し
た
。
ロ
バ

l
ト
・
マ
ク
ラ
l
キ
ン

（問。

Z
1』
・
の
・
冨
の
わ
宮
島
宮
）
国
務
省
北
東
ア
ジ
ア
課
長
代
理
は
ジ

ヨ
ン
・
ア
リ
ソ
ン
（
』
。
宮
冨
－

E
ロ
8
5
駐
日
大
使
へ
の
覚
書
で
、
七
月
三

O
日
国
務
省
草
案
が
「
あ
た
か
も
非
現
実
性
が
足
り
な

（口）

か
っ
た
よ
う
に
」
と
、

N
S
C企
画
部
の
修
正
で
さ
ら
に
方
針
が
現
実
離
れ
し
て
い
る
と
榔
撤
し
た
。
結
局
、
ア
ジ
ア
政
策
の
最
初

の
草
案
、

N
S
C
五
四
二
九
（
八
月
四
日
）

［
を
可
能
に
す
る
条
件
］
（
上
記
［

で
は
国
務
省
の
意
見
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
「
西
太
平
洋
集
団
防
衛
の
取
極
め
の
形
成

〕
内
、
原
文
マ
マ
一
傍
点
筆
者
）
を
促
し
、
か
っ
、
［
米
国
が
（
筆
者
追
記
）
］
そ
れ
に
参
加
で
き

（

M
）
 

N
S
C
五
四
二
九
／
二
（
八
月
二
O
日
）
で
踏
襲
さ
れ
た
。
マ
ク
ラ
l
キ
ン
北
東

る
よ
う
準
備
す
る
：
：
：
」
と
慎
重
に
表
現
さ
れ
、



ア
ジ
ア
課
長
代
理
は
、
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N
S
C
五
四
二
九
／
二
の
表
現
こ
そ
が
「
最
終
的
か
っ
、
よ
り
現
実
的
な
政
策
」
で
あ
り
、
「
北
東
ア
ジ
ア

（四）

課
に
と
っ
て
実
質
的
な
勝
利
」
で
あ
る
と
評
し
た
。

N
S
C
五
四
二
九
の
検
討
が
行
わ
れ
て
い
た
さ
な
か
、
ダ
レ
ス
国
務
長
官
は
西
太
平
洋
集
団
安
全
保
障
構
想
を
示
唆
す
る
よ
う
な

発
言
を
行
い
、
米
国
の
意
図
を
め
ぐ
っ
て
メ
デ
ィ
ア
の
間
で
憶
測
が
飛
び
交
っ
た
。
八
月
三
日
の
記
者
会
見
で
、
米
政
府
が
米
日
韓

台
四
カ
国
を
結
ぶ
安
全
保
障
協
定
を
ま
と
め
る
と
い
う
案
に
つ
い
て
記
者
か
ら
質
問
を
受
け
、
ダ
レ
ス
は
、
協
定
案
に
つ
い
て
検
討

（却）

中
で
あ
る
こ
と
は
認
め
た
が
、
正
式
な
決
定
は
下
し
て
お
ら
ず
、
調
査
の
初
期
段
階
で
あ
る
と
述
べ
た
。
ダ
レ
ス
の
発
言
に
対
し
て
、

ア
リ
ソ
ン
駐
日
大
使
は
、
「
現
時
点
で
日
本
が
い
か
な
る
集
団
安
全
保
障
組
織
に
も
参
加
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
可
能
性
は
実
際
に

（幻）

は
な
き
に
等
し
い
」
と
指
摘
し
、
同
構
想
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
た
。
ダ
レ
ス
は
ア
リ
ソ
ン
に
対
し
て
、
日
韓
台
米
、
そ
し

て
場
合
に
よ
っ
て
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
も
参
加
す
る
よ
う
な
安
全
保
障
協
定
を
推
進
す
る
た
め
の
計
画
は
「
現
時
点
」
で
は
存
在
し
な
い

が
、
「
究
極
的
に
は
可
能
性
の
あ
る
」
も
の
と
考
え
て
い
る
と
答
え
た
。
し
か
し
、
「
現
時
点
」
で
「
重
要
な
こ
と
」
は
域
内
で
「
相

互
依
存
の
意
識
を
醸
成
」
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
、
「
記
者
会
見
で
質
問
を
受
け
た
と
き
に
完
全
に
そ
れ
を
否
定
す
る
よ
う

（幻）

な
回
答
を
し
た
く
な
か
っ
た
」
と
伝
え
た
。

ダ
レ
ス
長
官
の
八
月
三
日
の
記
者
会
見
に
つ
い
て
、
国
務
省
極
東
局
は
「
西
太
平
洋
協
定
（
巧

g
g
g
g巳
P
3
2）
」
と
題
す

る
覚
書
（
八
月
一
一
一
日
）
を
作
成
し
、
そ
の
中
で
、
ダ
レ
ス
発
言
を
め
ぐ
る
憶
測
は
非
建
設
的
で
あ
り
、
こ
の
問
題
に
対
し
て
ど
の

（お）

よ
う
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
べ
き
か
に
つ
い
て
国
務
省
は
方
針
を
決
め
る
べ
き
で
あ
る
と
進
言
し
た
。

同
覚
書
は
、
「
西
太
平
洋
協
定
」
構
想
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
事
項
を
指
摘
し
た
。
第
一
に
、
西
太
平
洋
集
団
安
保
協
定
は
、
日

本
、
大
韓
民
国
、
中
華
民
国
、
米
国
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
含
む
五
カ
国
の
軍
事
協
定
と
し
、
将
来
的
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー

ジ
l
ラ
ン
ド
、
そ
し
て
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ま
で
」
を
も
包
含
し
、
か
っ
、
「
（
交
渉
中
の
）
東
南
ア
ジ
ア
条
約
と
並
行
し
、
か
っ
、
場

合
に
よ
っ
て
は
連
結
」
さ
れ
る
も
の
と
み
な
す
。
西
太
平
洋
協
定
は
、
東
南
ア
ジ
ア
条
約
を
モ
デ
ル
に
設
計
し
、
新
た
な
集
団
安
全

451 
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（

M
）
 

保
障
条
約
は
、
韓
国
、
日
本
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
の
現
行
の
安
全
保
障
条
約
に
「
取
っ
て
代
わ
る
」
も
の
と
す
る
。

第
二
に
、
同
覚
書
で
は
西
太
平
洋
協
定
構
想
の
長
所
と
短
所
が
あ
げ
ら
れ
た
。
協
定
を
進
め
た
場
合
の
長
所
と
し
て
、
東
南
ア
ジ

ア
条
約
へ
の
加
盟
を
求
め
ず
に
韓
台
両
国
を
米
国
と
の
地
域
安
保
協
定
に
取
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
共
産
主
義
勢
力
の
侵
略

に
対
す
る
共
同
戦
線
の
完
結
性
や
目
的
と
利
益
の
共
同
性
を
強
調
で
き
る
こ
と
、
共
同
防
衛
の
た
め
の
計
画
を
強
化
し
、
軍
事
問
題

に
つ
い
て
加
盟
国
が
協
調
行
動
を
と
る
こ
と
を
習
慣
づ
け
る
こ
と
、
中
共
に
よ
る
台
湾
奪
取
を
抑
止
で
き
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

た
。
一
方
、
短
所
と
し
て
、
こ
の
協
定
が
実
現
す
れ
ば
、
韓
国
が
北
朝
鮮
を
攻
撃
す
る
こ
と
を
助
長
す
る
、
中
国
国
民
党
と
共
産
党

と
の
間
の
戦
争
に
米
国
が
巻
き
込
ま
れ
る
、
西
欧
同
盟
国
や
ア
ジ
ア
の
中
立
諸
国
の
間
で
米
国
が
「
硬
直
的
か
つ
好
戦
的
」
な
姿
勢
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を
と
っ
て
い
る
と
い
う
懸
念
を
惹
起
す
る
、
中
共
が
「
包
囲
網
」
を
破
り
、
ア
ジ
ア
の
共
産
主
義
諸
国
間
で
ロ
カ
ル
ノ
方
式
の
「
不

可
侵
協
定
」
を
育
成
し
、
非
軍
事
分
野
に
お
い
て
中
立
国
と
反
共
諸
国
と
の
間
で
亀
裂
を
生
じ
さ
せ
る
、
と
い
う
点
が
あ
げ
ら
れ
た
。

第
三
に
、
同
覚
書
は
、
西
太
平
洋
協
定
が
実
現
さ
れ
る
可
能
性
に
つ
い
て
、
「
現
時
点
」
で
は
「
ほ
と
ん
ど
な
い
」
と
評
価
し
、

そ
の
理
由
と
し
て
ア
ジ
ア
諸
国
の
支
持
を
得
ら
れ
な
い
こ
と
を
強
調
し
た
。
中
華
民
国
は
同
意
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
フ
ィ
リ
ピ

（お）

ン
や
韓
国
は
日
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
あ
る
た
め
積
極
的
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
と
み
ら
れ
て
い
た
。
と
く
に
韓
国
が
日
本
に
対
し
て

「
敵
対
心
」
を
抱
い
て
い
る
た
め
、
同
協
定
が
実
現
さ
れ
る
可
能
性
は
「
完
全
に
排
除
さ
れ
る
」
で
あ
ろ
う
。
日
本
も
、
「
心
理
的
」

（部）

か
つ
憲
法
規
定
に
よ
る
「
法
律
上
」
の
理
由
か
ら
、
同
協
定
に
参
加
す
る
用
意
は
な
い
。
ま
た
、
日
本
は
、
中
華
民
国
と
の
関
係
の

緊
密
化
よ
り
も
、
大
陸
中
国
と
の
関
係
の
調
整
を
模
索
す
る
で
あ
ろ
う
、
と
み
ら
れ
て
い
た
。

以
上
の
通
り
、
極
東
局
は
ア
ジ
ア
諸
国
ど
う
し
の
不
安
定
な
関
係
を
み
て
い
た
た
め
、
ダ
レ
ス
長
官
が
八
月
三
日
の
記
者
会
見
の

よ
う
に
、
西
太
平
洋
協
定
構
想
に
つ
い
て
単
に
言
及
す
る
だ
け
で
こ
の
構
想
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
「
雰
囲
気
」
を
つ
く
り
、
そ
の

結
果
に
つ
い
て
十
分
に
考
慮
せ
ず
に
協
定
が
実
際
に
実
現
し
て
し
ま
う
と
い
う
流
れ
に
な
る
こ
と
を
懸
念
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
極

東
局
は
、
同
覚
書
で
、
国
務
省
が
西
太
平
洋
協
定
に
つ
い
て
「
慎
重
に
検
討
」
し
、
今
後
「
そ
の
よ
う
な
憶
測
を
奨
励
す
べ
き
か
、
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（幻）

止
め
る
べ
き
か
に
つ
い
て
早
期
に
決
定
を
下
す
」
ょ
う
進
言
し
た
。

マ
ク
ラ
l
キ
ン
北
東
ア
ジ
ア
課
長
代
理
も
極
東
局
覚
書
の
よ
う
に
慎
重
な
姿
勢
で
あ
っ
た
。
同
氏
は
ア
リ
ソ
ン
駐
日
大
使
に
、
ア

ジ
ア
地
域
集
団
安
保
の
取
極
め
は
「
ま
だ
非
現
実
的
」
で
あ
り
、
多
く
の
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
と
指
摘
し
た
。

N
S
C
五
四
二

九
／
二
の
酉
太
平
洋
集
団
防
衛
取
極
め
に
関
す
る
表
現
も
「
慎
重
に
解
釈
」
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
た
。
「
北
東
ア
ジ
ア
条
約
（
m

z
。2
F
g忠
〉
包
州
呂
志
♀
）
（
あ
る
い
は
、
お
そ
ら
く
よ
り
好
ま
し
い
の
は
、
ク
水
平
的
。
な
西
太
平
洋
協
定
（
巧

g
g
g
g
n
s
。B
2））」

の
実
現
を
可
能
に
す
る
条
件
を
つ
く
る
に
は
、
ダ
レ
ス
が
指
摘
し
た
通
り
、
「
域
内
の
相
互
依
存
の
意
識
を
高
め
る
」
こ
と
が
必
要

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
同
氏
は
、
「
日
本
自
身
が
そ
の
よ
う
な
協
定
［
集
団
安
保
取
極
め
（
筆
者
追

記
）
］
に
関
与
す
る
用
意
が
あ
り
、
日
韓
関
係
が
よ
り
建
設
的
な
土
台
に
の
り
、
日
比
間
で
賠
償
問
題
が
解
決
さ
れ
な
い
限
り
、
真

の
相
互
依
存
意
識
に
つ
い
て
予
見
し
、
域
内
の
安
全
保
障
組
織
の
実
現
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
」
と
評
し
た
。
し

か
し
、
「
長
期
的
な
目
標
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
当
面
の
諸
々
の
問
題
を
解
決
す
る
必
要
性
が
改
め
て
浮
き
彫
り
に
な
る
」
と
指
摘
し
、

（却）

将
来
の
地
域
安
全
保
障
組
織
の
有
用
性
は
否
定
さ
れ
な
か
っ
た
。

N
S
C
五
四
二
九
の
ア
ジ
ア
政
策
の
検
討
は
続
き
、
国
務
省
草
案
（
二
月
一
一
一
日
）
で
は
慎
重
な
表
現
が
維
持
さ
れ
た
が
、

N

S
C
五
四
二
九
／
三
（
二
月
一
九
日
）
で
は

N
S
C企
画
部
が
「
西
太
平
洋
集
団
防
衛
の
取
極
め
を
で
き
る
限
り
早
期
に
形
成
し
、

そ
の
後
［
米
国
が
（
筆
者
追
記
）
］
そ
れ
に
参
加
す
る
（
傍
点
、
原
文
マ
マ
）
た
め
に
必
要
な
条
件
を
促
す
：
：
：
」
と

J
C
S寄
り
の

（却）

積
極
的
な
意
見
に
修
正
し
た
。
上
述
の
通
り
、
新
た
な
ア
ジ
ア
政
策
の
最
終
版
、

N
S
C
五
四
二
九
／
五
で
は

N
S
C
五
四
二
九
／

三
の
表
現
が
採
用
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、

N
S
C
五
四
二
九
／
五
の
西
太
平
洋
集
団
安
保
構
想
は
、
国
務
省
の
ア
ジ
ア
通
に
と
っ

て
は
部
分
的
な
敗
北
で
あ
っ
た
が
、
実
際
の
政
策
の
実
施
を
通
し
て
国
務
省
は
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
修
正
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
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新
た
な
対
韓
政
策
と
米
韓
関
係
の
展
開
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ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
l
政
権
は
、
西
太
平
洋
集
団
安
保
構
想
の
実
現
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
と
認
識
し
つ
つ
も
、
将
来
に
お
い
て
集
団

安
保
枠
組
み
を
構
築
す
る
た
め
の
条
件
を
整
備
し
、
そ
の
中
に
韓
国
と
米
韓
同
盟
を
統
合
し
て
い
く
こ
と
を
一
九
五

0
年
代
後
半
の

目
標
と
し
た
D

し
か
し
、
国
務
省
の
ア
ジ
ア
通
が
予
想
し
た
通
り
、
韓
国
を
含
め
、
ア
ジ
ア
域
内
の
相
互
不
信
が
障
害
と
な
り
、
同

構
想
の
推
進
は
困
難
を
極
め
た
。
ア
ジ
ア
に
お
け
る
集
団
安
全
保
障
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
米
韓
両
国
の
見
解
に
は
隔
た
り
が
あ

っ
た
が
、
両
国
の
利
害
が
合
致
し
た
局
面
も
あ
っ
た
。
以
下
、
ま
ず
は
こ
の
時
期
の
対
韓
政
策
の
基
本
方
針
を
確
認
し
、
西
太
平
洋

集
団
安
保
構
想
を
め
ぐ
る
米
韓
関
係
の
展
開
を
検
討
す
る
。
そ
れ
は
北
東
ア
ジ
ア
と
東
南
ア
ジ
ア
の
二
つ
の
方
面
で
展
開
さ
れ
た
が
、

結
果
的
に
西
太
平
洋
集
団
安
保
構
想
は
修
正
さ
れ
、
意
図
せ
ず
し
て
だ
が
、
と
く
に
東
南
ア
ジ
ア
・
イ
ン
ド
シ
ナ
方
面
に
お
い
て
、

後
の
一
九
六
0
年
代
に
お
け
る
米
韓
安
保
協
力
の
布
石
が
打
た
れ
た
の
で
あ
る
。

（
ご

N
S
C
五
五
一
回
｜
｜
韓
国
の
地
域
統
合
の
促
進

新
し
い
ア
ジ
ア
政
策
N
S
C
五
四
二
九
／
五
の
策
定
に
伴
い
、
対
韓
政
策
も
見
直
さ
れ
、

（叩）

が
国
家
安
全
保
障
会
議
で
採
択
さ
れ
た
。
「
で
き
る
限
り
早
期
」
に
「
西
太
平
洋
集
団
防
衛
の
取
極
め
」
を
実
現
す
る
た
め
の
条
件

を
醸
成
し
て
い
く
と
い
う
N
S
C
五
四
二
九
／
五
の
目
標
は

N
S
C
五
五
一
四
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
そ
れ
を
視
野
に
入
れ
て
、
韓
国

と
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
協
力
関
係
を
促
進
す
る
こ
と
が
目
標
と
な
っ
た
。
即
ち
、
「
米
国
の
政
治
的
な
ら
び
に
道
義
的
支
援
に
対

す
る
依
存
度
を
下
げ
て
い
く
た
め
の
手
段
と
し
て
、
韓
国
と
ア
ジ
ア
に
お
け
る
他
の
自
由
諸
国
と
の
間
の
協
調
関
係
、
相
互
尊
重
、

多
国
間
活
動
へ
の
参
加
を
促
す
」
こ
と
、
そ
し
て
「
米
国
の
仲
介
に
よ
り
主
要
な
問
題
の
解
決
を
支
援
し
、
ま
た
共
同
事
業
の
奨
励

（泊）

を
通
じ
て
、
大
韓
民
国
と
日
本
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ら
び
に
中
華
民
国
と
の
間
で
共
同
の
利
益
を
醸
成
」
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

一
九
五
五
年
二
月
に

N
S
C
五
五
一
四



こ
の
よ
う
に
N
S
C
五
五
一
四
で
は
米
国
の
西
太
平
洋
集
団
安
保
体
制
へ
の
韓
国
の
統
合
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
が
目
標
と
さ
れ

た
が
、
そ
れ
は
上
述
し
た
通
り
、
二
つ
の
方
面
で
展
開
さ
れ
た
。
一
つ
は
、
日
本
、
大
韓
民
国
、
中
華
民
国
を
含
む
北
東
ア
ジ
ア
で

あ
り
、
も
う
一
つ
は
東
南
ア
ジ
ア
、
と
く
に
イ
ン
ド
シ
ナ
と
S
E
A
T
O
と
の
関
係
で
あ
る
。
北
東
ア
ジ
ア
で
は
日
韓
関
係
が
停
滞

し
、
進
展
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
東
南
ア
ジ
ア
で
は
新
た
な
展
開
が
み
ら
れ
た
。
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（
ニ
）
日
韓
国
交
交
渉
の
停
滞

西
太
平
洋
集
団
安
全
保
障
構
想
の
中
で
日
韓
協
力
は
重
要
不
可
欠
な
要
素
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

の
国
交
樹
立
は
実
現
し
て
お
ら
ず
、
安
全
保
障
協
力
は
さ
ら
に
遠
い
目
標
で
あ
っ
た
。
一
九
五
一
年
に
、
連
合
国
軍
最
高
司
令
官

（S
C
A
P
）
の
斡
旋
で
日
韓
国
交
交
渉
は
開
始
さ
れ
た
が
、
五
三
年
末
に
会
談
は
決
裂
し
た
。

N
S
C
五
五
一
四
で
は
米
国
政
府

が
必
要
に
応
じ
て
、
韓
国
と
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
「
主
要
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
調
停
」
す
る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
が
、
い
う
ま

（犯）

で
も
な
く
日
韓
国
交
交
渉
は
そ
の
対
象
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

李
承
晩
大
統
領
を
は
じ
め
韓
国
政
府
は
、
か
つ
て
の
日
本
の
軍
国
主
義
の
復
活
へ
の
懸
念
を
表
明
す
る
と
と
も
に
、
反
共
主
義
の

観
点
か
ら
日
本
の
対
共
産
圏
外
交
ー
ー
ー
日
ソ
和
解
（
一
九
五
六
年
日
ソ
共
同
宣
言
）
、
中
共
と
の
非
公
式
貿
易
、
北
朝
鮮
と
の
限
定
的

接
触
ー
ー
を
「
容
共
」
政
策
と
し
て
非
難
し
た
。
米
国
は
日
本
が
「
中
立
主
義
」
に
走
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
て
い
た
が
、
韓

（鈍）

国
の
対
日
「
容
共
」
主
義
批
判
は
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
l
政
権
は
日
韓
関
の
調
整
役
を
務
め
、
ア
ジ
ア

一
九
五
四
年
当
時
、
日
韓
両
国

同
盟
国
の
関
係
改
善
に
辛
抱
強
く
取
り
組
ん
だ
。

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
l
政
権
は
日
韓
交
渉
の
行
方
を
注
意
深
く
見
守
り
、
中
断
さ
れ
て
い
た
国
交
交
渉
を
再
開
す
る
よ
う
促
し
た
が
、

実
際
に
交
渉
再
開
に
至
っ
た
の
は
一
九
五
八
年
四
月
で
あ
っ
た
。
一
九
五
七
年
末
、
岸
信
介
首
相
が
日
韓
交
渉
を
進
め
、
い
わ
ゆ
る

「
李
ラ
イ
ン
」
（
韓
国
側
一
「
平
和
線
」
）
違
反
で
韓
国
当
局
に
掌
捕
さ
れ
た
多
数
の
日
本
人
漁
師
の
釈
放
と
引
き
換
え
に
、
「
久
保
田
発
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（お）

一
言
」
を
撤
回
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
第
四
次
会
談
で
日
韓
交
渉
は
再
び
停
滞
し
た
。

首
相
が
国
際
赤
十
字
を
通
じ
て
「
人
道
的
理
由
」
で
在
日
朝
鮮
人
の
北
朝
鮮
へ
の
帰
国
を
認
め
た
こ
と
が
日
韓
の
新
た
な
紛
争
の
種

（部）

と
な
り
、
ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
l
サ
l
二
世
駐
日
大
使
ら
米
国
務
省
は
日
韓
交
渉
が
全
面
決
裂
し
な
い
よ
う
仲
介
に
努
め
た
。
次
第

に
、
日
韓
両
国
と
も
に
内
政
が
不
安
定
に
な
り
、
国
交
交
渉
は
再
び
停
滞
し
た
。
一
九
六
O
年
の
四
・
一
九
「
学
生
革
命
」
に
よ
り
、

李
承
晩
大
統
領
が
亡
命
し
、
二
一
年
間
に
わ
た
る
政
権
は
崩
壊
し
た
。
同
年
六
月
、
岸
首
相
も
日
米
安
保
改
定
条
約
が
国
会
で
通
過

し
た
後
に
辞
職
し
た
。
そ
の
後
、
日
韓
交
渉
は
再
開
し
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
l
政
権
は
新
た
な
交
渉
に
期
待
を
寄
せ
た
。
と
く
に
六
O

年
八
月
に
発
足
し
た
韓
国
民
主
党
の
張
勉
政
権
は
、
李
承
晩
に
比
べ
て
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
で
あ
り
、
経
済
復
興
の
た
め
に
日
韓

（訂）

関
係
改
善
に
関
心
を
抱
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
岸
の
次
に
登
場
し
た
池
田
勇
人
政
権
（
自
由
民
主
党
）
も
日
韓
交
渉
の
推
進
に
関

心
が
あ
っ
た
が
、
六
一
年
五
月
に
朴
正
照
率
い
る
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
張
勉
政
権
は
倒
れ
、
日
韓
交
渉
は
朴
政
権
と
の
再
開

を
待
つ
こ
と
に
な
る
D
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一
九
五
九
年
三
月
、
岸

N
E
A
T
O
構
想
の
不
振

以
上
の
通
り
、
日
韓
交
渉
は
進
展
し
な
か
っ
た
が
、
「
北
東
ア
ジ
ア
条
約
機
構
」
（
Z
開
〉
寸

9
z。
2
F
g浮
〉
包
ω
同，

R
S三
）
円
程
巳
E

S
Z。
ロ
）
の
よ
う
な
組
織
、
即
ち
日
本
、
韓
国
、
中
華
民
国
（
台
湾
）
が
参
加
す
る
安
全
保
障
枠
組
み
に
つ
い
て
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ

1
政
権
は
関
係
国
に
打
診
し
た
。
実
際
に
は
、
日
本
の
役
割
を
め
ぐ
る
関
係
国
の
意
見
の
相
違
、
日
本
自
身
の
消
極
的
な
態
度
、
日

韓
国
交
不
在
な
ど
が
要
因
と
な
り
、
同
構
想
の
実
現
は
極
め
て
困
難
で
あ
っ
た
。

（泊）

中
華
民
国
の
蒋
介
石
総
統
は
、
中
共
に
対
す
る
立
場
を
強
化
す
る
た
め
に
、
日
本
と
の
軍
事
協
力
を
支
持
し
て
い
た
。
し
か
し
、

日
本
は
、
韓
国
と
台
湾
の
よ
う
な
強
硬
な
反
共
主
義
を
標
梼
し
て
い
た
隣
国
と
の
集
団
安
全
保
障
組
織
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
懸

念
し
て
い
る
こ
と
を
米
当
局
は
日
認
識
し
て
い
た
。
と
く
に
日
韓
関
の
不
和
は
大
き
な
障
害
で
あ
っ
た
。

，，崎、
一一一、．，，
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米
国
務
省
情
報
分
析
報
告
で
は
、
「
日
本
の
保
守
勢
力
は
、
：
：
：
汎
地
域
的
な
北
東
ア
ジ
ア
反
共
勢
力
連
合
に
加
入
す
る
こ
と
を

構
想
す
る
よ
う
な
意
思
は
な
い
。
と
く
に
韓
国
と
の
軍
事
協
力
に
つ
い
て
は
、
当
時
、
李
は
（
国
内
の
）
選
挙
演
説
で
日
本
が
共
産

主
義
勢
力
よ
り
も
大
き
な
脅
威
で
あ
る
と
指
摘
し
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
を
と
り
あ
げ
、
少
な
く
と
も
李
承
晩
政
権
が
支
配

し
て
い
る
聞
は
強
硬
に
反
対
し
て
い
る
。
：
：
：
日
本
人
は
、
ま
た
、
李
承
晩
大
統
領
は
危
険
な
同
盟
国
で
あ
り
、
同
政
権
と
か
か
わ

る
国
々
を
新
た
な
戦
争
に
巻
き
込
む
可
能
性
が
あ
る
と
み
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
事
態
に
日
本
人
は
ぞ
っ
と
し
て
い
る
」
と
評
価
さ

（却）

れ
て
い
る
。
ま
た
、
マ
ッ
カ
l
サ
l
駐
日
大
使
は
ダ
レ
ス
国
務
長
官
に
対
し
て
、
「
日
本
に
と
っ
て
の
最
も
近
い
同
盟
国
は
韓
国
と

台
湾
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
況
で
は
、
韓
国
が
（
対
日
）
不
信
の
感
情
を
抱
い
て
い
る
た
め
に
韓
国
と
の
集
団
安
全
保
障
取
極
め
は

無
理
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
自
身
が
台
湾
と
の
集
団
安
全
保
障
取
極
め
に
入
る
こ
と
を
望
ん
で
い
な
い
。
台
湾
と
中
共
と
の
問
で
発

（却）

生
し
た
敵
対
行
動
が
戦
争
に
発
展
し
、
そ
の
よ
う
な
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」
と
、
日
韓
台
三

カ
国
間
の
不
信
が
障
害
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

し
か
し
、
李
承
晩
自
ら
が
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
！
に
対
し
て
韓
米
日
三
カ
国
協
定
案
を
提
案
し
て
い
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
同
案
は
ア

（但）

イ
ゼ
ン
ハ
ワ
l
大
統
領
の
李
へ
の
返
書
（
一
九
五
五
年
一
月
）
の
中
で
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
李
承
晩
は
、
米
国
人
顧
問
の
ロ
パ
ー

ト
・
オ
リ
バ

l

（問。

Z
1
↓・
0
E
4
2
）
教
授
と
も
意
見
交
換
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
シ
ナ
危
機
収
拾
後
の
一
九
五
四
年
末
、
オ
リ
バ

ー
教
授
は
、
日
本
と
の
関
係
改
善
の
た
め
に
機
会
を
捉
え
、

S
E
A
T
O
に
韓
国
、
中
華
民
国
、
そ
し
て
「
［
適
切
な
保
証
措
置

（喝さ司
2
8
F
m
g
a
m）
］
（
［
］
内
、
原
文
マ
マ
）
を
つ
け
た
日
本
」
も
含
め
る
よ
う
、
（
ワ
シ
ン
ト
ン
に
）
再
び
提
起
す
る
よ
う
李
に

（位）

助
言
し
て
い
る
。
李
承
晩
は
、
回
答
と
し
て
、
オ
リ
バ

l
に
国
務
省
に
送
る
「
書
簡
草
案
」
を
送
っ
た
。
同
「
書
簡
草
案
」
で
、
李

は
三
カ
国
協
定
の
可
能
性
を
否
定
し
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
「
条
件
」
が
整
い
次
第
で
あ
る
と
強
調
し
た
。
そ
の
「
条
件
」
が
満
た

さ
れ
れ
ば
、
「
そ
れ
を
日
本
と
米
国
が
望
む
の
で
あ
れ
ば
、
我
々
も
、
外
国
か
ら
の
侵
略
に
対
抗
し
、
ま
た
三
カ
国
内
の
侵
略
に
も

対
抗
す
る
よ
う
な
、
米
日
韓
三
カ
国
協
定
を
結
ぶ
よ
う
努
力
す
る
。
三
カ
国
は
、
ア
ジ
ア
諸
国
全
て
の
独
立
の
た
め
に
立
ち
、
第
三
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（却）

国
に
よ
っ
て
攻
撃
さ
れ
る
い
か
な
る
国
々
も
支
援
す
る
と
い
う
内
容
の
共
同
宣
言
を
発
表
す
べ
き
で
あ
る
」
と
李
は
考
え
て
い
た
。

つ
ま
り
、
李
承
晩
は
日
米
韓
三
カ
国
協
定
案
を
完
全
に
否
定
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
対
日
不
信
か
ら
同
案
に
対
し
て
か

458 

な
り
慎
重
で
あ
り
、
も
し
締
結
す
る
と
し
て
も
反
共
防
衛
の
色
彩
を
帯
び
た
も
の
に
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
と
い
え
る
。

（叫）

李
承
晩
の
「
条
件
」
と
は
、
即
ち
、
日
韓
交
渉
に
お
け
る
韓
国
の
対
日
要
求
で
あ
っ
た
が
、
日
本
が
そ
れ
ら
の
要
求
を
満
た
す
こ

と
は
難
し
く
、
日
米
韓
三
カ
国
協
定
は
事
実
上
、
実
現
不
可
能
で
あ
っ
た
。
ま
た
上
述
し
た
通
り
、
日
本
の
民
間
交
流
等
を
含
む
対

北
朝
鮮
外
交
も
韓
国
に
と
っ
て
容
認
し
が
た
か
っ
た
。
金
東
一
昨
（
当
時
、
外
務
次
官
）
は
回
想
録
の
中
で
、
五
五
年
二
月
の
北
朝
鮮

の
南
日
外
相
の
対
日
声
明
に
肯
定
的
に
応
え
た
鳩
山
一
郎
首
相
（
民
主
党
）
の
「
平
和
共
存
」
外
交
を
と
り
あ
げ
、
李
大
統
領
が

「
自
由
陣
営
の
一
員
と
し
て
の
日
本
の
姿
勢
」
を
問
題
視
し
、
「
ダ
レ
ス
国
務
長
官
が
推
進
し
た
北
東
ア
ジ
ア
条
約
機
構
へ
の
日
本
の

参
加
に
反
対
し
た
李
承
晩
の
姿
勢
は
ま
す
ま
す
硬
化
し
、
結
局
、

N
E
A
T
O創
設
案
の
空
文
化
に
決
定
的
影
響
を
与
え
た
の
で
あ

（必）

る
」
と
評
し
て
い
る
。
日
韓
関
の
緊
密
な
安
保
協
力
を
進
め
る
た
め
に
は
、
先
に
国
交
正
常
化
の
実
現
が
必
要
で
あ
っ
た
。

（四）

S
E
A
T
O
加
盟
と
「
ア
ジ
ア
民
族
反
共
連
盟
」
を
め
ぐ
る
問
題

朝
鮮
戦
争
休
戦
後
の
米
国
の
ア
ジ
ア
政
策
の
焦
点
は
朝
鮮
半
島
か
ら
イ
ン
ド
シ
ナ
へ
移
り
、
ダ
レ
ス
国
務
長
官
の
主
導
で
、
米
英

仏
、
ア
ン
ザ
ス
（
豪
・

N
Z
）、

ア
ジ
ア
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
、
パ
キ
ス
タ
ン
）
同
盟
国
八
カ
国
は
、
五
四
年
九
月
八
日
に
「
太
平
洋

憲
章
」
と
と
も
に
「
東
南
ア
ジ
ア
集
団
防
衛
条
約
」
（
通
称
、
「
マ
ニ
ラ
条
約
」
）
を
締
結
し
、
東
南
ア
ジ
ア
条
約
機
構
（
S
E
A
T
O
）

（

M
W
）
 

が
結
成
さ
れ
た
。
イ
ン
ド
シ
ナ
三
園
、
南
ベ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
仏
の
反
対
で
加
盟
で
き
な
か
っ
た
が
、
条
約
適
用

（灯）

地
域
と
さ
れ
、
事
実
上
の
加
盟
国
と
な
っ
た
。

N
S
C
五
四
二
九
の
政
策
目
標
に
基
づ
き
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
l
政
権
は
東
南
ア
ジ
ア
と
北
東
ア
ジ
ア
を
連
結
し
、
西
太
平
洋
集
団

マ
ニ
ラ
条
約
締
結
交
渉
の
過
程
で
、
ダ
レ
ス
ら
米
国
務
省
は
、
日
本
、
韓
国
、
台
湾
も
マ
ニ

安
全
保
障
体
制
の
構
築
を
模
索
し
た
。
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ラ
条
約
に
加
盟
し
、
東
南
ア
ジ
ア
条
約
を
西
太
平
洋
条
約
に
拡
大
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
が
、
英
仏
・
ア
ン
ザ
ス
な
ら
び
に
他
の
ア

ジ
ア
同
盟
国
は
拡
大
案
に
消
極
的
で
あ
っ
た
。
七
月
二
一
日
、
マ
ク
ラ
l
キ
ン
北
東
ア
ジ
ア
課
長
代
理
は
、
英
・
豪
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
の
駐
米
大
使
館
関
係
者
と
の
意
見
交
換
の
中
で
、
日
韓
国
交
正
常
化
が
実
現
し
た
場
合
、
日
韓
両
国
を
東
南
ア
ジ
ア
条
約
に

迎
え
入
れ
、
東
南
ア
ジ
ア
と
北
東
ア
ジ
ア
の
安
全
保
障
組
織
を
連
結
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
打
診
し
た
が
、
そ
れ
に
対
し
て
英
豪
ら

は
日
韓
両
国
の
加
盟
に
は
否
定
的
で
あ
っ
た
が
、
日
韓
両
国
を
含
む
「
北
太
平
洋
条
約
機
構
」
と
東
南
ア
ジ
ア
条
約
を
「
連
結
」
す

（姐）

る
可
能
性
に
つ
い
て
は
肯
定
的
で
あ
っ
た
。
五
四
年
七
月
に
実
施
さ
れ
た
東
南
ア
ジ
ア
防
衛
に
関
す
る
米
英
共
同
研
究
グ
ル
ー
プ
の

報
告
書
で
は
、
東
南
ア
ジ
ア
条
約
の
原
加
盟
国
は
東
南
ア
ジ
ア
な
ら
び
に
関
係
諸
国
に
限
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
が
、

（

ω） 

他
国
が
同
条
約
に
加
盟
な
い
し
は
関
係
を
持
つ
こ
と
を
望
む
場
合
、
そ
れ
ら
の
国
々
を
招
く
可
能
性
も
残
さ
れ
た
。
そ
の
方
針
は
五

四
年
九
月
の
マ
ニ
ラ
条
約
に
反
映
さ
れ
た
。
同
条
約
第
七
条
と
第
八
条
に
よ
っ
て
加
盟
国
な
ら
び
に
条
約
区
域
（
東
南
ア
ジ
ア
と
南

（印）

西
太
平
洋
）
を
拡
大
す
る
余
地
が
残
さ
れ
た
。

一
九
五
四
年
九
月
初
め
、
マ
ニ
ラ
条
約
締
結
時
に
、
台
湾
海
峡
で
金
門
・
馬
祖
島
危
機
が
発
生
し
た
が
、
中
華
民
国
の

S
E
A
T

O
加
盟
は
認
め
ら
れ
ず
、
一
二
月
二
日
に
米
華
相
互
防
衛
条
約
が
締
結
さ
れ
た
。
ダ
レ
ス
は
、
米
華
相
互
防
衛
条
約
が
「
米
国
が
西

太
平
洋
に
お
い
て
締
結
し
た
他
の
安
全
保
障
協
定
と
基
本
的
な
形
を
継
承
」
し
、
「
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
米
国
と
他
国
と
の
間
で

す
で
に
締
結
さ
れ
て
い
る
多
数
の
集
団
防
衛
条
約
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
集
団
安
全
保
障
シ
ス
テ
ム
の
も
う
一
つ
の
リ
ン
ク
」

（日）

で
あ
る
と
述
べ
、
東
南
ア
ジ
ア
と
北
東
ア
ジ
ア
の
連
携
を
強
調
し
た
。
実
際
に
、
米
華
相
互
防
衛
条
約
の
前
文
で
は
、

N
S
C
五
四

二
九
の
西
太
平
洋
集
団
安
全
保
障
構
想
を
反
映
し
て
、
「
西
太
平
洋
地
域
（
巧

g件
思
♀

P
K
F
B
m）
」
の
共
同
防
衛
（
第
五
条
）
や
同

地
域
に
お
け
る
「
地
域
的
安
全
保
障
の
一
層
包
括
的
な
制
度
が
発
達
す
る
ま
で
の
問
、
平
和
及
び
安
全
を
維
持
す
る
た
め
の
集
団
的

（臼）

防
衛
に
つ
い
て
の
両
国
の
現
在
の
努
力
を
強
化
す
る
」
こ
と
を
前
文
に
明
記
し
て
い
る
。
折
し
も
米
華
条
約
締
結
の
前
、
五
四
年
一

一
月
に
米
韓
相
互
防
衛
条
約
が
両
国
内
の
批
准
手
続
き
を
経
て
発
効
し
、
米
政
府
は
同
条
約
を
「
太
平
洋
安
全
保
障
シ
ス
テ
ム
の
構
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の築
条に
約お
をけ
補る
完も
すう
る一
」っ
との
意ス

義テ
ヴツ

けプ
てで
い（あ
るぎり

既

発
効
し
た
オ

ス
ト
フ

ア
と

ニL

ン

フ
/ 

ド

460 

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
日
本
と

マ
ニ
ラ
条
約
締
結
後
、

S
E
A
T
O
は
集
団
安
全
保
障
組
織
と
し
て
の
制
度
を
徐
々
に
整
え
て
い
っ
た
。
同
条
約
第
五
条
に
基
づ

き、

S
E
A
T
O
は
外
相
理
事
会
を
結
成
し
、
バ
ン
コ
ク
に
拠
点
を
お
き
、
毎
年
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。
五
五
年
二
月
の
最
初
の

S
E
A
T
O
理
事
会
の
決
定
で
、
代
表
理
事
会
（
加
盟
国
の
大
使
）
、
軍
事
顧
問
団
（
冨
E
Sミ
〉
含
宮
2
の

g
S）
（
加
盟
国
の
参
謀

総
長
あ
る
い
は
地
域
司
令
官
、
米
軍
の
場
合
は
太
平
洋
軍
司
令
官
）
が
結
成
さ
れ
た
。
さ
ら
に
五
七
年
三
月
に
は
、
軍
事
企
画
局

（臼）

（
冨
巴
S
ミ
E
m
g
Eロ
問
。

B
8）
が
結
成
さ
れ
、
共
同
計
画
や
演
習
が
実
施
さ
れ
た
。

そ
の
過
程
で
米
国
は

S
E
A
T
Oと
非
加
盟
国
と
の
連
携
を
模
索
し
た
。
東
南
ア
ジ
ア
に
関
す
る
国
家
安
全
保
障
政
策
文
書
五
六

一
二
／
一
（

N
S
C五
六
二
一
／
こ
（
一
九
五
六
年
九
月
）
は
、
米
国
が
「

S
E
A
T
O
に
積
極
的
に
参
加
し
、
問
機
構
が
地
域
連
合

組
織
と
し
て
の
価
値
を
説
得
力
を
以
て
示
せ
る
よ
う
、
軍
事
な
ら
び
に
非
軍
事
の
分
野
を
発
展
さ
せ
る
」
と
と
も
に
、
「

S
E
A
T

O
の
特
定
の
活
動
に
お
い
て
、
非
共
産
主
義
の

S
E
A
T
O非
加
盟
国
の
限
定
的
参
加
を
奨
励
す
る
（
傍
点
筆
者
こ
こ
と
を
勧
告

（回）

し
た
。
こ
の
よ
う
な
指
針
を
反
映
し
、
一
九
五
八
年
の
第
四
回

S
E
A
T
O
理
事
会
が
発
表
し
た
共
同
声
明
（
三
月
二
二
日
）
で
も

「
理
事
会
は
、

S
E
A
T
Oと
非
加
盟
国
と
の
間
の
接
触
は
多
く
の
面
で
有
益
で
あ
る
と
判
断
し
、
条
件
が
許
す
限
り
、
接
触
を
継

（同）

続
し
、
今
後
に
わ
た
り
拡
大
し
て
い
く
こ
と
を
指
示
す
る
」
と
い
う
方
針
が
明
記
さ
れ
た
。

（町）

韓
国
は

S
E
A
T
O
へ
の
加
盟
を
望
ん
で
い
た
が
、
そ
れ
は
実
現
に
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
韓
国
は
自
ら
の
イ
ニ
シ
ア

チ
ブ
で
ア
ジ
ア
の
集
団
安
全
保
障
体
制
の
確
立
を
目
指
し
た
。
朝
鮮
戦
争
前
の
一
九
四
九
年
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
韓
国
、
中
華
民
国

は
「
太
平
洋
協
定
」
（
「
太
平
洋
同
盟
」
）
と
い
う
東
ア
ジ
ア
反
共
同
盟
構
想
を
推
進
し
た
が
、
当
時
の
ト
ル

l
マ
ン
政
権
に
よ
っ
て
拒

否
さ
れ
、
朝
鮮
戦
争
後
、
米
国
の
関
心
が
イ
ン
ド
シ
ナ
へ
と
移
る
中
、
韓
国
と
台
湾
は
反
共
組
織
を
強
化
す
る
た
め
に
再
び
外
交
を

展
開
し
た
。
五
三
年
一
一
月
末
、
李
承
晩
大
統
領
は
崖
徳
新
陸
軍
少
将
と
台
北
を
訪
問
し
、
蒋
介
石
総
統
と
と
も
に
「
反
共
統
一
戦
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（回）

線
」
と
い
う
集
団
安
全
保
障
体
制
へ
の
参
加
を
、
米
国
を
含
め
、
他
国
に
呼
び
か
け
る
こ
と
を
発
表
し
た
。
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
l
政
権

は
、
韓
国
と
台
湾
の
「
反
共
戦
線
」
構
想
に
自
ら
は
参
加
し
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
に
反
対
せ
ず
、
李
承
晩
大
統
領
が
訪
台
の
際
、
マ

（印）

l
ク
・
ク
ラ
l
ク
（
冨
ω長
当
・

O
R
W）
極
東
軍
司
令
官
の
専
用
機
を
提
供
す
る
な
ど
、
間
接
的
に
協
力
し
た
。
韓
国
は
さ
ら
に
東

南
ア
ジ
ア
へ
の
進
出
も
試
み
た
。
韓
国
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
以
外
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
正
式
な
外
交
関
係
が
な
か
っ
た
た
め
、
中
華
民

国
と
米
国
の
協
力
を
得
て
、
五
三
年
末
か
ら
五
四
年
に
か
け
て
、
崖
徳
新
少
将
を
含
む
東
南
ア
ジ
ア
使
節
団
を
派
遣
し
、
東
南
ア
ジ

（剖）

ア
各
国
と
の
国
交
正
常
化
交
渉
へ
の
地
な
ら
し
と
と
も
に
「
反
共
戦
線
」
へ
の
参
加
を
促
し
た
口

し
か
し
、
ア
ジ
ア
の
集
団
安
全
保
障
体
制
の
重
心
は
次
第
に
米
国
主
導
の
取
り
組
み
へ
移
っ
て
い
っ
た
。
一
九
五
四
年
春
、
ア
イ

ゼ
ン
ハ
ワ
l
政
権
は
S
E
A
T
O
結
成
に
向
け
て
の
交
渉
を
始
め
て
い
た
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
タ
イ
も
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
。

一
方
、
韓
国
主
導
で
「
反
共
戦
線
」
外
交
が
継
続
さ
れ
、
五
四
年
六
月
に
韓
国
の
鎮
海
で
「
ア
ジ
ア
民
族
反
共
連
盟
（
A
P
A
C
L
一

（臼）

同，

FOKF包
S
3
8
Z
K
F
E－－
S
E
E
S－2
F
g唱
。
）
」
が
結
成
さ
れ
た
が
、
そ
の
実
態
は
脆
弱
な
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
理
由
の
一
つ
は
参
加
国
の
問
題
で
あ
っ
た
。
第
一
回
会
議
に
八
カ
国
と
地
域
の
代
表
が
参
加
し
た
が
、
政
府
代
表
を
送
っ
た

の
は
韓
国
、
中
華
民
国
、
ベ
ト
ナ
ム
国
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
は
「
非
公
式
」
代
表
で
あ
っ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
タ
イ
は
S
E
A

T
O
に
重
点
を
お
い
て
い
た
た
め
公
式
的
関
与
を
避
け
た
。
マ
カ
オ
と
香
港
、
琉
球
は
独
立
国
で
は
な
く
行
政
区
域
で
あ
っ
た
。

（位）

「
ア
ジ
ア
民
族
反
共
連
盟
」
は
、
韓
国
、
台
湾
、
ベ
ト
ナ
ム
と
い
う
東
ア
ジ
ア
冷
戦
の
「
前
哨
国
家
」
中
心
の
動
き
で
あ
り
、
関
係

国
の
全
面
的
支
持
を
得
ら
れ
ず
、
限
界
が
あ
っ
た
。
米
国
も
そ
の
弱
点
を
指
摘
し
て
い
た
。
第
五
回
「
ア
ジ
ア
民
族
反
共
連
盟
」
会

議
（
一
九
五
九
年
六
月
）
に
参
加
し
た
米
国
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
は
、
「
会
議
は
、
そ
の
制
約
の
な
か
で
は
成
功
裏
に
終
わ
っ
た
。
そ
の

制
約
と
は
即
ち
A
P
A
C
L
が
ほ
と
ん
ど
名
ば
か
り
の
組
織
（
司

8
2
2包
巳
包
位
。
ロ
）
で
、
実
質
的
に
機
能
す
る
た
め
に
必
要
な

組
織
・
機
構
が
欠
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
参
加
代
表
の
レ
ベ
ル
も
様
々
で
、
豪
、
ト
ル
コ
、
中
国
、
韓
国
か
ら
は
極
め
て
有
能
な
（回）

人
物
が
来
て
い
る
が
、
そ
の
他
は
恐
ら
く
本
国
で
も
あ
ま
り
支
持
を
得
て
い
な
い
凡
庸
な
人
物
ば
か
り
で
あ
る
」
と
報
告
し
て
い
る
。

461 
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も
う
一
つ
は
日
本
の
参
加
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
っ
た
。
米
国
は
韓
国
・
台
湾
の
集
団
安
保
の
動
き
を
容
認
し
て
い
た
が
、
自
ら
参

加
し
な
か
っ
た
理
由
の
一
つ
と
し
て
日
本
政
府
が
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
五
四
年
二
月
、
ジ
ョ
ン
・
ハ
ル

（
』
。
宮
開
・
出
口
口
）
極
東
軍
司
令
官
が
訪
韓
し
た
際
、
李
承
晩
大
統
領
は
米
国
の
参
加
を
要
請
し
た
が
、
ハ
ル
陸
将
は
日
本
を
含
め
な

（臼）

い
限
り
米
政
府
は
支
持
し
な
い
と
伝
え
、
日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
を
促
し
た
。
日
本
の
参
加
は
、
米
韓
の
み
な
ら
ず
、
韓
国
と
台
湾

（伍）

の
間
で
も
懸
案
と
な
っ
て
い
た
。
米
国
と
同
様
に
、
蒋
介
石
も
ア
ジ
ア
の
集
団
安
全
保
障
組
織
に
日
本
を
含
め
る
べ
き
で
あ
る
と
考

え
て
い
た
が
、
李
承
晩
は
反
対
し
、
日
韓
関
の
不
和
は
北
東
ア
ジ
ア
の
み
な
ら
ず
東
南
ア
ジ
ア
を
含
め
た
ア
ジ
ア
全
般
の
集
団
安
保

（侃）

の
組
織
化
に
と
っ
て
障
害
と
な
っ
て
い
た
。

韓
国
の
反
日
姿
勢
は
「
ア
ジ
ア
民
族
反
共
連
盟
」
の
舞
台
で
も
展
開
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
一
九
五
七
年
九
月
、
「
ア
ジ
ア
民
族
反

共
連
盟
」
会
議
（
台
北
）
に
際
し
て
、
韓
国
政
府
系
新
聞
同
ミ
8
3
河
内
、
輔
ち
$
の
社
説
は
、
日
本
参
加
の
問
題
を
と
り
あ
げ
、
日
本
（釘）

政
府
が
共
産
主
義
に
対
し
て
「
即
座
」
に
反
対
す
る
「
意
思
が
な
い
」
と
指
摘
し
、
当
時
の
日
本
の
「
容
共
」
姿
勢
を
非
難
し
た
。
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第
五
回
連
盟
大
会
（
五
九
年
六
月
一

O
日
）
の
声
明
で
は
、
日
本
に
対
し
て
「
北
朝
鮮
と
の
交
渉
を
止
め
、
韓
国
と
の
（
国
交
）
交
渉

（伺）

を
再
開
す
る
よ
う
」
呼
び
か
け
、
韓
国
の
対
日
外
交
の
場
と
し
て
使
わ
れ
た
。
李
承
晩
大
統
領
に
関
す
る
伝
記
作
家
は
韓
国
の
対
日

姿
勢
、
と
り
わ
け
李
の
反
日
感
情
と
「
ア
ジ
ア
民
族
反
共
連
盟
」
に
つ
い
て
、
「
韓
国
、
台
湾
、
日
本
が
同
盟
を
結
べ
ば
、
そ
れ
は

日
本
の
重
工
業
力
に
裏
打
ち
さ
れ
た
極
め
て
実
質
的
な
軍
事
的
潜
在
能
力
を
も
つ
も
の
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
李
承
晩
の

日
本
に
対
す
る
態
度
の
た
め
、
韓
国
が
含
ま
れ
る
い
か
な
る
枠
組
み
に
も
東
京
が
参
加
で
き
る
余
地
は
な
か
っ
た
。
事
実
、
李
の
視

点
か
ら
み
れ
ば
、
連
盟
（
A
P
A
C
L
）
の
主
な
役
割
は
、
再
び
台
頭
す
る
日
本
の
脅
威
に
つ
い
て
ア
ジ
ア
人
同
志
に
警
告
す
る
こ

（伺）

と
で
あ
る
こ
と
が
や
が
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
っ
た
」
と
評
し
て
い
る
。

（五）

S
E
A
T
O
と
の
軍
事
協
力
の
萌
芽



N
E
A
T
O
や
S
E
A
T
Oを
め
ぐ
っ
て
外
交
面
で
は
不
協
和
音
が
生
じ
た
が
、
軍
事
面
で
は
違
う
展
開
が
み
ら

れ
た
。
米
韓
両
国
の
利
害
が
一
致
し
、

S
E
A
T
O
な
ら
び
に
イ
ン
ド
シ
ナ
三
国
を
含
む
東
南
ア
ジ
ア
と
の
軍
事
交
流
・
協
力
が
推

以
上
の
通
り
、

進
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

アイゼンハワー政権の西太平洋集団安全保障構想と米韓関係

一
九
五
七
年
ま
で
に

S
E
A
T
O
の
軍
事
協
力
機
構
は
共
同
作
戦
計
画
や
演
習
を
推
進
す
る
た
め
の
軍
事
企
画
局

を
設
立
す
る
ま
で
に
至
っ
て
い
た
。
米
国
は
当
初
、

S
E
A
T
O
の
た
め
に
米
軍
部
隊
を
指
定
す
る
こ
と
を
避
け
て
い
た
が
、
加
盟

国
の
タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
強
い
要
請
に
よ
り
、
北
大
西
洋
条
約
機
構
（
N
A
T
O）
型
の
統
一
司
令
部
は
避

（初）

け
な
が
ら
、
一
部
の
部
隊
を
S
E
A
T
O任
務
に
指
定
し
た
。
並
行
し
て
、
米
国
は

S
E
A
T
O非
加
盟
国
と
の
軍
事
交
流
を
促
進

し
は
じ
め
た
D

五
八
年
三
月
、
第
四
回
S
E
A
T
O
閣
僚
理
事
会
（
マ
ニ
ラ
）
で
、
ダ
レ
ス
国
務
長
官
は
次
の
二
点
を
提
案
し
、
そ

れ
ら
が
採
択
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
は
、
第
一
に
、

N
A
T
Oと
他
の
防
衛
組
織
と
の
接
触
を
進
め
る
と
い
う
N
A
T
O
の
提
案
の
受
け

（

n） 

入
れ
で
あ
り
、
第
二
に
、
「
韓
国
や
台
湾
な
ど
、
域
内
の
非
加
盟
国
の
軍
事
要
員
と
接
触
す
る
権
限
」
の
付
与
で
あ
っ
た
。

な
ぜ
ア
ジ
ア
の
軍
事
交
流
の
相
手
国
と
し
て
韓
国
と
台
湾
（
中
華
民
国
）
が
あ
げ
ら
れ
た
の
か
。
そ
の
背
景
に
は
米
国
、
と
り
わ

け
米
軍
部
の
期
待
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
上
述
し
た
一
九
五
四
年
八
月
の
米
J
C
S覚
書
（
N
S
C
五
四
二
ハ
）
に
み
ら
れ
る
よ
う
（花）

に
、
ラ
ド
フ
ォ
ー
ド
米
統
合
参
謀
本
部
議
長
や
ヴ
ア
ン
・
フ
リ
l
ト
将
軍
は
ア
ジ
ア
地
域
防
衛
部
隊
の
育
成
を
強
く
支
持
し
て
い
た
。

そ
れ
は
現
地
の
同
盟
国
が
地
上
部
隊
を
提
供
し
、
米
国
は
戦
略
的
機
動
打
撃
力
で
支
援
す
る
と
い
う
態
勢
で
あ
っ
た
。
当
初
、
統
合

参
謀
本
部
は
、
日
本
が
再
軍
備
さ
れ
、
極
東
の
集
団
防
衛
に
寄
与
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
が
、
日
本
が
抵
抗
し
た
た
め
、
軌
道

（均）

修
正
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
次
の
有
力
な
候
補
、
国
府
軍
（
中
華
民
国
）
と
韓
国
軍
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
た
。

N
S
C
五
四
一
六
で
は
、
国
府
軍
と
韓
国
軍
に
対
し
て
、
囲
内
治
安
の
み
な
ら
ず
、
「
極
東
の
集
団
防
衛
（
8
B
B
Z
E
q
骨片
8
8

（叫）

え
沙
門
仲
）
の
た
め
の
有
力
な
貢
献
国
（
傍
点
筆
者
）
」
と
し
て
援
助
と
支
援
を
行
う
よ
う
勧
告
し
て
い
た
。
日
本
が
極
東
防
衛
に
軍
事

貢
献
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
に
つ
れ
て
、
台
湾
と
韓
国
に
対
す
る
期
待
が
強
ま
っ
た
。
国
家
安
全
保
障
会
議
政
策
文
書
五
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七
二
三
（
N
S
C
五
七
二
三
）
（
米
国
の
台
湾
・
中
華
民
国
に
対
す
る
政
策
）
で
は
、
米
国
が
「
国
府
軍
に
対
し
て
軍
事
援
助
と
直
接
的

な
兵
力
支
援
を
継
続
」
し
、
「
集
団
と
し
て
の
極
東
の
非
共
産
主
義
勢
力
へ
貢
献
」
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
（
問
。
領

土
・
領
域
外
の
軍
事
的
役
割
に
つ
い
て
の
韓
国
軍
に
対
す
る
指
針
は
国
府
軍
に
対
す
る
指
針
ほ
ど
明
示
的
で
は
な
か
っ
た
。
韓
国
の

464 

場
合
、
北
朝
鮮
の
攻
撃
に
対
す
る
抑
止
と
防
衛
、
即
ち
韓
国
防
衛
が
最
優
先
任
務
で
あ
り
、
そ
れ
は
韓
国
の
脆
弱
な
経
済
基
盤
に
対

（河）

す
る
軍
事
負
担
を
緩
和
し
な
が
ら
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
域
外
の
軍
事
的
役
割
に
つ
い
て
も
政
策
文

書
で
は
示
唆
さ
れ
て
い
た
。
国
家
安
全
保
障
会
議
政
策
文
書
五
九

O
七
（
N
S
C
五
九
O
七
）
「
米
国
の
対
韓
政
策
」
（
一
九
五
九
年
七

月
一
日
）
で
は
、
米
国
の
政
策
目
標
と
し
て
、
韓
国
が
「
太
平
洋
地
域
の
自
由
世
界
の
力
に
実
質
的
な
貢
献
」
が
で
き
る
よ
う
支
援

す
る
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
、
韓
国
軍
に
新
た
な
役
割
を
付
与
す
る
こ
と
が
追
記
さ
れ
た
。
即
ち
、
韓
国
軍
は
、
米
軍
と
と
も
に
、
朝
鮮

半
島
に
お
い
て
北
朝
鮮
と
中
共
に
よ
る
侵
略
を
抑
止
し
、
抵
抗
す
る
能
力
を
維
持
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
「
共
産
主
義
勢
力
の
侵
略

に
反
対
す
る
大
韓
民
国
の
揺
る
ぎ
な
い
決
意
を
ア
ジ
ア
全
域
に
わ
た
っ
て
示
す
た
め
に
十
分
な
程
度
の
力
と
様
々
な
能
力
を
発
揮
」

（作）

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

米
国
は
韓
国
軍
が
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
と
っ
て
モ
デ
ル
に
な
る
と
み
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

一
九
五
四
年
以
降
、
韓
国
と
東
南
ア

ジ
ア
諸
国
と
の
軍
事
交
流
を
推
進
し
て
い
た
。
ダ
レ
ス
国
務
長
官
は
、

マ
ク
ス
ウ
エ
ル
・
テ
イ
ラ
ー
（
富
良
4
2
－二，
S
F円
）
極
東
軍

司
令
官
兼
国
連
軍
司
令
官
に
対
し
て
、
韓
国
軍
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
評
価
を
伝
え
て
い
る
。

「
韓
国
陸
軍
（
問
。
同
〉
円
自
可
）
は
、
必
要
性
か
ら
朝
鮮
半
島
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、
極
東
に
お
け
る
最
強
の
軍
隊
で
あ
り
、
そ
の
存
在
は

韓
国
と
極
東
諸
国
と
の
関
係
を
構
築
す
る
う
え
で
、
影
響
力
が
あ
り
、
決
定
的
な
要
素
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
韓
国
陸
軍
は
、
他

の
自
由
ア
ジ
ア
諸
国
、
と
く
に
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
が
目
指
す
目
標
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
そ
れ
は
我
々
も
望
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。

韓
国
軍
は
極
東
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
こ
の
地
域
に
お
い
て
我
が
味
方
に
立
つ
最
大
か
つ
も
っ
と
も
有
力
な
常
設
陸
軍
部



（
河
）

隊
で
あ
り
、
こ
こ
し
ば
ら
く
は
そ
う
あ
り
続
け
る
で
あ
ろ
う
。
」

そ
の
よ
う
な
認
識
の
下
、
米
国
は
フ
ラ
ン
ス
に
対
し
て
、
イ
ン
ド
シ
ナ
連
合
軍
を
強
化
す
る
た
め
に
、
成
功
例
と
し
て
評
価
さ
れ
て

（乃）

い
た
韓
国
軍
の
育
成
・
訓
練
技
法
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

東
南
ア
ジ
ア
の
中
で
も
、
イ
ン
ド
シ
ナ
、
と
り
わ
け
ア
ジ
ア
冷
戦
最
前
線
の
分
断
国
家
、
南
ベ
ト
ナ
ム
と
韓
国
と
の
軍
事
交
流
が

アイゼンハワ一政権の西太平洋集団安全保障構想と米韓関係

推
進
さ
れ
た
。
五
五
年
一

O
月
、
韓
国
は
ベ
ト
ナ
ム
共
和
国
（
南
ベ
ト
ナ
ム
）
政
府
と
国
交
を
樹
立
し
、
反
共
「
軍
事
同
盟
」
の
結

成
を
提
案
し
た
が
、
サ
イ
ゴ
ン
政
権
は
米
国
に
指
示
を
仰
ぎ
、
米
国
は
「
地
域
連
合
自
体
に
は
賛
成
だ
と
し
な
が
ら
も
、
韓
国
と
の

軍
事
同
盟
締
結
に
よ
り
、
南
ベ
ト
ナ
ム
の
外
交
関
係
を
狭
め
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
危
倶
」
し
た
た
め
、
韓
越
軍
事
同
盟
は
実

（剖）

現
し
な
か
っ
た
。

S
E
A
T
O
の
い
わ
ば
準
加
盟
国
で
あ
る
南
ベ
ト
ナ
ム
の
地
位
を
考
え
れ
ば
そ
れ
は
賢
明
な
選
択
で
あ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。
そ
の
た
め
軍
事
同
盟
の
代
わ
り
に
進
め
ら
れ
た
の
が
軍
事
交
流
で
あ
っ
た
。
上
述
し
た
通
り
、
五
八
年
三
月
の

S
E
A

T
O
閣
僚
理
事
会
で
「
韓
国
や
台
湾
な
ど
、
域
内
の
非
加
盟
国
の
軍
事
要
員
と
接
触
す
る
権
限
」
が
容
認
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
軍

事
交
流
は
進
め
や
す
い
分
野
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
米
韓
両
国
の
利
害
が
一
致
し
て
、
韓
越
軍
事
交
流
が
進
め
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
一
九
五
八
年
に
韓
国
の
白
善
煙
（
ペ

ク
・
ソ
ン
ヨ
プ
）
参
謀
総
長
は
ベ
ト
ナ
ム
国
防
長
官
の
招
請
に
よ
り
ベ
ト
ナ
ム
国
軍
を
視
察
し
た
が
、
こ
れ
は
駐
南
ベ
ト
ナ
ム
米
軍

（創）

事
支
援
顧
問
団
の
サ
ミ
ユ
エ
ル
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
（
印
ω
E
g
o
－
づ
当
日
EBω
）
将
軍
の
仲
介
で
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
時

期
は
不
明
だ
が
、
白
善
煙
将
軍
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
後
に
大
統
領
に
な
る
グ
エ
ン
・
バ
ン
・
チ
ュ
！
（
Z
m
ヨ
g
〈

g
叶

E
2）
も

少
佐
の
時
に
訪
韓
し
、
最
後
の
大
統
領
と
な
っ
た
ズ
オ
ン
・
パ
ン
・
ミ
ン
（

U
gロ
m
gロ
冨
E
F）
も
参
謀
総
長
の
時
に
韓
国
軍
を

（
回
）

視
察
し
た
と
い
う
。
五
九
年
三
月
に
韓
国
は
軍
事
援
助
団
の
一
環
と
し
て
テ
コ
ン
ド
l
教
官
団
を
南
ベ
ト
ナ
ム
を
は
じ
め
東
南
ア
ジ

（部）

ア
に
派
遣
し
た
。
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軍
事
交
流
の
ほ
か
に
、
韓
国
軍
の
イ
ン
ド
シ
ナ
・
東
南
ア
ジ
ア
派
兵
案
も
こ
の
時
期
に
浮
上
し
た
。
派
兵
案
は
米
国
の
要
請
で
は

466 
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な
く
韓
国
側
の
提
案
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
最
初
の
提
案
は
、

（倒）

ー
陥
落
前
後
に
行
わ
れ
た
。
韓
国
軍
派
兵
案
に
対
し
て
、
イ
ン
ド
シ
ナ
戦
を
統
括
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
は
拒
否
し
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ

l
政
権
も
緊
急
性
が
な
い
と
い
う
理
由
で
却
下
し
た
。
韓
国
の
提
案
に
つ
い
て
米
政
府
内
で
は
軍
事
的
・
政
治
的
側
面
か
ら
綿
密
に

検
討
を
行
っ
た
が
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
l
大
統
領
を
は
じ
め
、
国
務
省
、
国
防
省
、
中
央
情
報
局
（
C
I
A
）
な
ら
び
に
リ
ッ
ジ
ウ
ェ

イ
陸
軍
参
謀
長
、
ハ
ル
極
東
司
令
官
ら
陸
軍
介
入
消
極
派
の
慎
重
な
意
見
が
優
勢
を
占
め
た
が
、
ラ
ド
フ
ォ
ー
ド
統
合
参
謀
本
部
議

長
、
ヴ
ァ
ン
・
フ
リ
l
ト
将
軍
ら
ア
ジ
ア
第
一
主
義
者
は
肯
定
的
に
捉
え
、
将
来
の
派
遣
受
け
入
れ
の
可
能
性
に
含
み
を
残
し
、
丁

（部）

重
に
断
る
こ
と
と
し
た
。

一
九
五
四
年
、
イ
ン
ド
シ
ナ
危
機
の
最
中
、

デ
ィ
エ
ン
ビ
エ
ン
フ

一
九
五
八
年
二
月
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
マ
ト
ラ
で
軍
の
反
乱
が
お
き
、
米
国
と
台
湾
が
反
共
ゲ
リ
ラ
へ
の
武
器
援
助

を
行
っ
た
際
、
李
大
統
領
は
韓
国
軍
派
兵
を
示
唆
し
た
が
、
同
年
四

l
五
月
ま
で
に
ス
カ
ル
ノ
大
統
領
は
ゲ
リ
ラ
を
鎮
圧
し
、
軍
派

（部）

兵
は
不
要
と
な
っ
た
。
ま
た
五
九
年
五
月
、
パ
テ
ト
・
ラ
オ
（
共
産
主
義
ゲ
リ
ラ
）
反
乱
の
際
、
李
大
統
領
は
崖
徳
新
・
駐
越
大
使

に
ラ
オ
ス
政
府
と
接
触
し
、
反
乱
鎮
圧
の
た
め
に
志
願
兵
派
遣
の
用
意
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
よ
う
指
示
し
、
駐
米
大
使
館
を
通
し
（前）

て
ワ
シ
ン
ト
ン
に
韓
国
軍
二
個
師
団
の
派
兵
許
可
を
求
め
た
が
、
米
参
謀
本
部
は
韓
国
の
防
衛
態
勢
の
弱
体
化
を
理
由
に
却
下
し
た
。

ダ
レ
ス
国
務
長
官
は
、
英
国
首
相
と
の
会
談
の
中
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
派
兵
を
め
ぐ
る
中
華
民
国
と
韓
国
の
利
益
を
認
め
つ
つ
も
、

（槌）

「
で
き
れ
ば
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
諸
国
間
で
［
こ
の
問
題
を
］
と
ど
め
て
お
き
た
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
実
際
に
、
東
南
ア
ジ
ア

そ
の
後
、

の
問
題
を
米
英
（
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
）
だ
け
に
と
ど
め
ら
れ
な
く
な
り
、
韓
国
軍
派
兵
を
米
国
側
か
ら
要
請
す
る
こ
と
に
な
る

の
は
一
九
六

0
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。



四

結
i
｜
｜
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ

l
政
権
時
代
の
遺
産

アイゼンハワ一政権の西太平洋集団安全保障構想と米韓関係

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
l
政
権
の
西
太
平
洋
安
全
保
障
構
想
は
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
の
ア
ジ
ア
太
平
洋

地
域
安
全
保
障
と
米
韓
同
盟
に
と
っ
て
幾
つ
か
の
遺
産
が
残
さ
れ
た
。

第
一
に
、
西
太
平
洋
安
全
保
障
構
想
の
経
験
を
通
じ
て
米
国
が
学
ん
だ
教
訓
と
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
同
盟
国
を
一
つ
の
集
団
安
保

体
制
に
ま
と
め
る
こ
と
は
非
現
実
的
で
あ
り
、
得
策
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
l
政
権
は
西

太
平
洋
集
団
安
保
構
想
に
関
す
る
政
策
目
標
を
修
正
し
た
。
五
九
年
九
月
、
米
国
の
極
東
政
策
の
文
書
、

N
S
C
五
九
二
ニ
で
は
、

「
包
括
的
集
団
安
全
保
障
取
極
め
」
と
い
う
文
言
は
削
除
さ
れ
、
そ
れ
に
代
わ
り
、
「
西
太
平
洋
に
お
け
る
多
国
間
（
S
E
A
T
O
、

A
N
Z
U
S
）
と
二
国
間
（
韓
国
、
中
華
民
国
、
日
本
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
の
防
衛
取
極
め
を
促
進
、
強
化
し
、
極
東
に
お
け
る
我
が
同

（的）

盟
国
と
他
の
友
好
国
と
の
間
で
共
通
の
目
標
に
関
し
て
理
解
を
広
げ
て
、
発
展
さ
せ
て
い
く
」
こ
と
が
目
標
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、

こ
こ
で
、
米
国
中
心
の
二
国
間
・
多
国
間
同
盟
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
い
わ
ゆ
る
「
ハ
ブ
・
ア
ン
ド
・
ス
ポ
l
ク
」
体
制
の
維
持
が
選
択

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
全
般
的
な
地
域
協
力
に
つ
い
て
は
ア
ジ
ア
諸
国
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
促
す
こ
と
と
し
、
軍
事
・
安
全
保
障
分
野

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
最
善
の
形
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
「
ハ
ブ
・
ア
ン
ド
・
ス
ポ
l
ク
」
体
制
が
維
持
さ
れ
、
一
九
六

0
年
代

（
卯
）

に
続
く
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
西
太
平
洋
集
団
安
保
構
想
の
修
正
に
伴
い
、
対
韓
政
策
に
お
け
る
目
標
も
修
正
さ
れ
た
。
対
韓
政
策
文
書
N
S
C
五
九

O
七
（
五
九
年
七
月
）
で
は
、
西
太
平
洋
集
団
安
保
構
想
に
言
及
し
て
い
た
が
、
「
で
き
る
限
り
早
期
に
」
実
現
す
る
と
い
う
目
標
は

削
除

i
問、

N
S
C
五
九
一
三
の
修
正
を
反
映
し
、
六
O
年
の
対
韓
政
策
文
書
N
S
C六
O
一
八
で
は
同
構
想
に
関
す
る
言
及
は
完

（
位
）

全
に
削
除
さ
れ
た
。
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以
上
の
通
り
、

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
l
政
権
は
、
西
太
平
洋
集
団
安
全
保
障
構
想
に
韓
国
を
統
合
し
て
い
く
こ
と
を
試
み
た
が
、
韓
国
の
抵
抗
に
あ
い
、
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失
敗
し
た
。
李
承
晩
政
権
の
反
共
・
反
日
外
交
は
障
害
と
な
り
、
米
国
の
思
惑
通
り
、
日
韓
国
交
正
常
化
も
な
か
な
か
進
展
し
な
か

っ
た
。
そ
こ
か
ら
米
国
が
学
ん
だ
教
訓
は
、

N
S
C
五
九
一
三
で
も
示
唆
さ
れ
た
通
り
、

N
E
A
T
O構
想
は
進
め
ず
、
米
韓
二
国

間
同
盟
を
強
化
し
、
経
済
な
ら
び
に
安
全
保
障
の
基
盤
と
な
る
外
交
関
係
、
即
ち
日
韓
国
交
正
常
化
の
実
現
に
力
点
が
お
か
れ
た
。

日
韓
国
交
交
渉
が
進
む
の
は
一
九
六
0
年
代
に
次
世
代
の
朴
正
照
政
権
が
登
場
し
て
か
ら
で
あ
り
、
米
国
は
日
韓
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

（回）

を
側
面
か
ら
積
極
的
に
支
援
し
た
。
一
九
六
五
年
の
日
韓
国
交
正
常
化
以
後
、
北
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
米
韓
協
力
の
道
が
聞
か
れ

468 

る
こ
と
と
な
る
。

第
三
に
、
西
太
平
洋
集
団
安
保
構
想
の
遺
産
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
東
南
ア
ジ
ア
・

S
E
A
T
O
と
の
関
係
で
あ
る
。
韓
国
の

S
E
A
T
O加
盟
は
実
現
で
き
な
か
っ
た
が
、

S
E
A
T
Oと
南
ベ
ト
ナ
ム
と
の
軍
事
交
流
の
道
が
聞
か
れ
た
こ
と
は
ア
イ
ゼ
ン
ハ

ワ
l
時
代
の
成
果
で
あ
る
。
こ
の
時
代
の
軍
事
交
流
が
一
九
六

0
年
代
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
の
米
韓
協
力
の
道
を
開
い
て
い
く
の
で

あ
る
。S
E
A
T
O
は
一
九
五
九
｜
六

O
年
の
ラ
オ
ス
危
機
へ
の
対
応
の
失
敗
に
よ
り
弱
体
化
し
、
そ
の
枠
組
み
は
維
持
さ
れ
た
も
の
の
、

実
質
的
に
は

S
E
A
T
O加
盟
国
（
米
、
豪
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
）
と
非
S
E
A
T
O加
盟
国
（
韓
国
と
南
ベ

（倒）

ト
ナ
ム
）
か
ら
成
る
新
た
な
「
準
同
盟
」
に
代
わ
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
も
と
に
、
六
六
年
六
月
に
韓
国
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で
発
足
し

（悶）

た
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
協
議
会
」
（
A
S
P
A
e）
と
並
行
し
て
、
同
年
一

O
月
、
ベ
ト
ナ
ム
参
戦
国
七
カ
国
会
議
（
別
名
、
マ
ニ
ラ
会

議
）
が
結
成
さ
れ
た
。
こ
の
地
域
協
力
枠
組
み
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
終
結
と
と
も
に
消
滅
し
た
が
、
米
韓
両
国
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
地

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
l
政
権
時
代
の
西
太
平
洋
集
団
安
全
保
障
構
想
の
遺
産
は
、

域
協
力
の
最
初
の
機
会
で
あ
っ
た
。
以
上
の
通
り
、

九
六

0
年
代
の
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
同
盟
」
と
し
て
の
米
韓
同
盟
の
布
石
と
な
る
の
で
あ
っ
た
。

（

1
）
 

本
稿
は
日
本
国
際
政
治
学
会
二

O
O七
年
度
研
究
大
会
（
福
岡
）
に
お
け
る
報
告
「
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
l
政
権
の
西
太
平
洋
集
団
安
全
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保
障
構
想
と
米
韓
同
盟
」
な
ら
び
に
拙
稿

JPω
ロ
3
F
E
E－
EHdod司
g
Z
B
M
M
R
Bのの。－－
0
2
z
o
p
g
E々
の
8
8宮
g
品
開
。
E

『
g
Z
岳
。
巴
8
ロ｝
5
4匂
2
4
8『
ω口、
吋

Z
d・∞・
l問
。
同
〉
E
8
8
8
m
g
k
p包
ml司
mwa片
付
注
目

E
R
0・3M3宮
、
ミ
ミ
ミ
ミ
同
S
礼町内、ミ－

S
3
R守
ミ
』
『
誌
な
ミ
ミ
骨
翼
民
匂
ミ
一
社
ア
〈
。
－
－

NO（宮内情の
FNCC∞
）
（
「
神
田
外
語
大
学
紀
要
』
第
二
O
号
）
を
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

（2
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
阪
田
恭
代
「
米
国
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
集
団
安
全
保
障
構
想
と
米
韓
同
盟
｜
｜
『
地
域
同
盟
』
と
し
て
の
米
韓
同

盟
の
起
源
、
一
九
五
三
l
五
四
年
」
鐸
木
昌
之
・
平
岩
俊
司
・
倉
田
秀
也
一
編
『
朝
鮮
半
島
と
国
際
政
治
｜
｜
冷
戦
の
展
開
と
変
容
」
（
慶

慮
義
塾
大
学
出
版
会
、
二

O
O
五
年
）
、

JPω
居
可
。
∞
m－s
g
w
E、H，F
0
0ユ
mEω
え

s
o
d－∞・
l同
。
同

k
r
E
8
8
8
m
．
問
。
位
。
ロ
巳

KFE－－

岱回。。
J
C・ω・同
voロ
の
可
。
ロ

KF巳
ωl同Mmwa出
。
。
。
ロ
0
2－40
∞。。ロ立件可

ω口
弘
同
四
回
。
司
。
司
自
己
宮
口
。
同
同
町
HOC・ω・l同
。
同

KFEEロの
0・
H句切
ωlm仏
軍

c
s
s
［
宮
店
S
ミ
国
首
件
。
弓
］
（
ω
g
C
7
F
ω
S
5
0
沙
門
一
言
E
E弓
田
町
件
。
『
可
。
。
富
田
｝
口
忠
吉
田
・

oa・
）
勾
（
ロ
2
0
E
Z円
NCC日
）
を
参
照
さ

れ
た
い
。

（3
）
米
日
比
豪
N
Z
を
含
む
「
太
平
洋
協
定
」
構
想
は
挫
折
し
た
が
、
そ
の
代
わ
り
に
、
五
一
年
八
｜
九
月
に
か
け
て
一
連
の
二
国
間
条

約
、
即
ち
、
日
米
安
保
条
約
、
米
比
相
互
防
衛
条
約
、
ア
ン
ザ
ス
条
約
が
締
結
さ
れ
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
米
中
心
の
「
ハ
プ
・
ア
ン

ド
・
ス
ポ
l
ク
（
F
Z
σ
g
ι
告
。

w
g）
」
体
制
の
起
源
で
あ
る
。
阪
田
（
二

O
O
五
年
）
三

O
O頁
、
西
国
竜
也
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

に
お
け
る
安
全
保
障
シ
ス
テ
ム
の
一
つ
の
オ
プ
シ
ョ
ン
｜
｜
太
平
洋
条
約
の
経
験
か
ら
」
「
国
際
政
治
』
第
一
五
八
号
（
二
O
O
九
年
一

二
月
）
、
当
♀
2

u・。
g
w
E
3
4
2弓－
mMコ
。
ュ
向
山
口
ω
え

p
o
c・m・
k
P
E
g
g
ω

ヨZ
S
E
K
F巴
P
事
宮
町
内
、
お
お
足
S
h
H
h
e
sミ
守

窓口
ω（
巧
宮
件
。
円

NCC也＼
NOHC）
参
照
。

（4
）
阪
田
（
ニ

O
O
五
年
）
三
O
一
頁
。
日
米
安
全
保
障
条
約
（
一
九
五
一
年
と
一
九
六
O
年
）
は
、
実
質
的
に
は
太
平
洋
防
衛
の
た
め

の
条
約
で
あ
る
が
、
日
本
国
憲
法
第
九
条
の
武
力
行
使
と
集
団
的
自
衛
権
の
制
限
の
た
め
、
「
太
平
洋
」
集
団
防
衛
へ
の
言
及
は
避
け
、

条
約
区
域
を
「
極
東
」
に
限
定
し
た
。
坂
本
一
哉
『
日
米
同
盟
の
紳
』
（
有
斐
閣
、
二

0
0
0
年
）
と
く
に
第
五
章
、

τ
E∞当
g’

ω
g
l巧
ユ
m
F
s
s
s
h
h
h
h
t旬
、
安
凡
な
札
匂
HQHS
句
ミ
ミ
守

s
h
H
K
N
E
S
M
u
a
ε
M
3
S
Qミ－
E
玄
F
N
U念
l
N
U
8
3
8沙門島一

ω
S
E。
E
C
E
2
3芹可
p
o
g・
Ncog・。
FmwZRa
参
照
。

（5
）
米
韓
相
互
防
衛
条
約
（
五
三
年
一

O
月
八
日
調
印
、
五
四
年
一
一
月
一
七
日
発
効
）
、
神
谷
不
二
編
集
代
表
『
朝
鮮
問
題
戦
後
資
料

第
一
巻
』
（
日
本
国
際
問
題
研
究
所
、
一
九
七
六
年
）
四
六
四
｜
四
六
五
頁
参
照
。

（6
）
休
戦
直
後
の
米
国
の
対
韓
政
策
は
朝
鮮
半
島
の
中
立
化
も
想
定
し
て
い
た
。
阪
田
（
二

O
O
五
年
）
三
O
二
1

三
O
三
頁
。
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て
打
診
し
た
が
、
そ
れ
に
対
し
て
日
本
側
は
、
日
本
国
憲
法
第
九
条
の
制
約
を
指
摘
し
つ
つ
、
国
連
決
議
が
あ
れ
ば
日
本
の
部
隊
も
参
加

で
き
る
と
い
う
囲
内
の
専
門
家
の
意
見
も
紹
介
し
、
集
団
安
全
保
障
活
動
へ
の
参
加
の
可
能
性
を
完
全
に
否
定
し
な
か
っ
た
。
同
吋
同
門
h
F

HumNl印
p
u内HFH｝
ωユ
］
「
∞
hs・

（
幻
）
富
。
目
。
B
ロ
《
古
田
骨
。
目
。
間
宮
吋
ロ

S
U
E
B
d『巳
m
z・
kpcmgω
件

H
N
L∞
E
Lロ
冨
g
口弘
mw
（H
S∞）・

（
お
）
冨
の
Q
C円
W
E
Z
K
F
E
g
p
ω
o
z
o
s
σ
2
5
L
g
h
p
h吋
河
内
切
呂
町
M
I
g－
M門
戸
回
出
ユ
ゲ
山
田
HN・

（mm
）吋同町川町］戸山田町
Nl切
p
u口
F
Z－
r
∞∞］ケ句、吋∞・

（初）

Zω
ハ
u
m
m
H
h
r
z。
Z
σ
可
任
。
何
M
m
R
E可。

ω
2
2
S弓
g
F
o
z
m
E
Zロ
mwHω2c立
与
の
。
ロ
ロ
の
即
日
。
ロ
ロ
・

ω・
0
Z
0
2
2
2
ω
ロ色

。。ロ吋
ω
g
。同〉
a
zロ
宮
問
。
円
。
P
明。
σ
2
M
2．可、
N印
wHUmp
可
河
内
切
い
匂
印
印
l
m
H
凶
M門口戸田》
mW2N・問。
smw
（Cω
の同
M0・同也市町
ω）・
hpNIAS－

（
泊
）
吋
均
句
戸
］
｛
也
印
印
l旬、
F
M門凶
HHHW
円
高
見

N・
hp斗・

（
沼
）
日
韓
交
渉
は
漁
業
問
題
、
在
日
韓
国
人
の
法
的
地
位
、
財
産
請
求
権
を
め
ぐ
っ
て
停
滞
し
て
い
た
が
、
五
三
年
一

O
月
の
第
三
次
会

談
で
、
久
保
田
貫
一
郎
・
首
席
代
表
は
日
本
の
朝
鮮
植
民
地
支
配
を
正
当
化
す
る
発
言
を
行
い
、
韓
国
側
が
激
怒
し
、
交
渉
は
無
期
延
期

と
な
っ
た
。
李
庭
植
（
小
此
木
政
夫
・
古
田
博
司
訳
）
『
戦
後
日
韓
関
係
史
」
（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
九
年
）
第
二
章
参
照
。

（
お
）
『
同
ロ
凶
・

5
8
1勾
wu内M
口
戸
当
・
米
国
の
対
韓
政
策
に
関
す
る
進
捗
状
況
の
報
告
で
は
、
「
N
S
C
五
四
二
九
／
二
で
求
め
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
、
西
太
平
洋
安
全
保
障
取
極
め
を
通
じ
て
米
国
の
安
全
保
障
シ
ス
テ
ム
に
韓
国
を
さ
ら
に
結
び
付
け
て
い
く
取
り
組
み
に
は
、

日
韓
双
方
が
満
足
の
い
く
程
度
の
実
務
的
な
関
係
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
韓
国
に
念
を
押
す
こ
と
か
ら
始
ま
っ

た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
同
文
書
で
は
、
韓
国
の
米
国
の
安
保
政
策
に
対
す
る
批
判
や
日
本
に
対
す
る
「
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
攻
撃
」
を
憂
慮

し
な
が
ら
も
、
米
国
は
「
韓
国
と
、
広
域
の
安
全
保
障
取
極
め
を
公
式
化
し
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
を
継
続
す
る
」
こ
と
を
勧
め
た
。

但
し
、
そ
れ
に
は
困
難
が
伴
い
、
と
く
に
「
日
本
が
参
加
す
る
取
極
め
は
短
期
的
に
は
実
現
不
可
能
か
も
し
れ
な
い
」
と
見
通
し
て
い
た
。
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は
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ワ
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ト
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と
東
京
駐
在
の
外
交
官
に
対
し
て
「
日
本
は
共
産
主
義
勢
力
側
に
立
ち
、
米
国
と
対
決
す
る
準
備
を
し

て
い
る
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
宣
伝
し
、
ソ
連
と
中
共
と
の
貿
易
に
異
議
を
唱
え
る
よ
う
指
示
し
て
い
た
。
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 1955-1957, XXIII, 108. 

＠.＇.堂蜜~，.
＃！＞－－｛）去来＋＜

思
題
握
手
f
楽
園
為
m
＊
ど
な
械
設
恭
J
~
宮
崎
吋
小

fト
中
込
に
♀
£
ν
エ
ど
る
’
~
~
誌
面
軍
~
~
υ
~
U
.
.
l
J
~
和
国
民
~
’
議
長
S事選豊富単司4

＋＜雲監さ主，.
m
＊
込
「
＃
審
議
~
~
w
噌
〈
幽
盟
組
E
ど
生
当
制
布
時
毒
童
相
会
士

J
~
，
＿
）
い
ニ

!{aJ)..lJ込
書
量

lifil~l話
回
鵠
睦
~
1
図
手

.Jo\寄
l'Q..lJ業

寧
日
広
州
~
o
－｛）、－
＇；：：＂トイ.

，－－；－.－第七ミ
2ム
（
William

S
e
b
a
l
d
）
題
傾
卑

j矧
回
総
面
対
｛
血
健
主
’
蝶
＋
＜
運
送
~
，
.
業
盟
主
「
韓

!ifil..lJ@.:

草
壁
’
巴
＊
込

lぱ
噌
＼

~-tti~尚
早
J
エ
崎
県

J..lJ~
盤
台
北

1零
！
エ
ド
エ

!{a」
込
’
「
岨
盤
」
布
（
！
話
回
）

j1ト
即
日
。
ェ
ν
雪
組
側
申
告
主
思
_
j
~
O

T
e
l
e
g
r
a
m
 f
r
o
m
 the D
e
p
a
r
t
m
e
n
t
 of State to the E

m
b
a
s
s
y
 in Korea, J

u
n
e
 13, 
1955, F
R
U
S
,
 1955-57, XXIII, 113. 

(
 
g:s) 
制
帳
；
註
（
:it:
製
幽
信
）
『
韓
国
e
黒
星
在
一
一
巴
韓
射
殺
1
§
吉
社
e
同
思
議
』
（
中
ャ
ト
弐
坦
崖
~
w
1
 ~＜
~
く
砕
）
11110-111H(J

眠。

（~） 
W
m
容
装
〈
壊
剰
捌
福
霊
長

1脅
し

!{a由
来
韓

~:ii会
制
~
0
エ
ド

ti"
4同（
1
 ~＜
~
（
社
）
1111
＜
ー
111
♀
1眠
’
岩
壁
隣
曜
ま
r:r
世
童
話
鍵
蜜

e
「
ト
：
入
ト
~
特
r
n
c圃
盛
細
越
’
1
1
0
0
＜
時
）

11
同
11-11

同
~
回
会

J~総
監
。

（お）
J
o
h
n
 S
w
e
n
s
o
n
-
W
r
i
g
h
t
,
 Unequal Allies? United States Security a

n
d
 Alliance Policy T

o
w
a
r
d
 japan, 1
9
4
5
-
1
9
6
0
 

(Stanford, C
A
:
 Stanford University Press, 2005), 308, footnote 94. 

-{) 
-iマ
会
、
－
.
 lY 
i1
ー
ヘ
ャ
（
Walter
P. 
M
c
-

C
o
n
a
u
g
h
y
）
観
韓
業
収
集
~ti

＂
韓
国
e
；
宿
主
霊
式
寝
込
田
韓

E霊
峰
Q
州
国
~
~
蝦
e
睦
最
~
~
0
エ
ド
前
提

1]11Il.-J~JJ..lJ~'4実
J
い
「
，
lJ'V
斗
賦

~
~
や
士
♂
~
~
J

..lJ~轄
，
＿
）
＂
「
脈
血

:fii~
ポ
鎖
国
者
申
告
p
剰
を
ご
占
£
時
十
略
e
華
軍
司
同
誌

1詮
長
ド
エ

!{aJ
 ..lJ$£υν

エ
~
o
ト
ト
-R
一
宇
一
主
話

回
収
起
~
，
.
巴
韓

m?!K~監
部
糊
~
割
安

!{a~
台
~
業
主
~
~
主
主
韓
国
e
梅
吉
苦
難
先

1)i8EEE:.-J
ド
エ
〉
γ

，fil.J早.J~♀
i-Q"

..lJ剣
1~1!I.-Jν

エ
l'Q0
Tele-

g
r
a
m
 f
r
o
m
 E
m
b
a
s
s
y
 in 
K
o
r
e
a
 to the D
e
p
a
r
t
m
e
n
t
 of State, 

Seoul, April 28, 
1960, 
F
R
U
S
,
 1958-1960, v

o
l
u
m
e
 

XVIII: Japan, K
o
r
e
a
 (
U
S
G
P
O
,
 1994), 650, footnote 3. 

（
~
）
 
Chiang-Dulles talks. 

M
e
m
o
r
a
n
d
u
m
 of Conversation, Taipei, M

a
r
c
h
 16, 
1956, 
F
R
U
S
,
 1955-1957, Vol.III, 

China (USGP0,1986), 329-330. 

（
お
）
“
T
h
e
Recent a
n
d
 Prospective Foreign Relations of Japan (1956-61

），”
S
e
p
t
e
m
b
e
r
 12, 1956, Office of Intelli-

gence a
n
d
 Research (OIR) Report, No.7331, O

I
R
 files, 
National Archives-II, cited in S

w
e
n
s
o
n
-
W
r
i
g
h
t
 (2005), 

307, footnote 94. 

（
~
）
 
Letter f
r
o
m
 the 
A
m
b
a
s
s
a
d
o
r
 in 
Japan (MacArthur) to 

the Secretary of 
State, 
Tokyo, 
M
a
y
 25, 
1957, 

F
R
U
S
,
 1955-57, XXIII, Part 1, 

Japan (
U
S
G
P
O
,
 1991), 326. 
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（
姐
）
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
l
大
統
領
は
、
李
承
晩
大
統
領
に
対
す
る
親
書
で
、
李
の
三
カ
国
間
協
定
の
提
案
に
つ
い
て
、
「
日
韓
両
国
間
の
和

合
と
友
好
の
回
復
に
対
す
る
我
が
国
の
関
心
を
貴
殿
も
共
有
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
く
れ
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
る
。
そ

の
関
連
で
、
日
本
、
韓
国
と
米
国
と
の
間
の
三
カ
国
間
協
定
の
貴
殿
の
提
案
は
十
分
に
検
討
に
値
す
る
と
私
も
考
え
て
い
る
。
そ
の
よ
う

な
協
定
に
つ
い
て
貴
殿
の
詳
細
な
考
え
を
伺
う
た
め
に
、
ブ
リ
ッ
グ
ス
（
駐
韓
）
大
使
に
貴
殿
と
相
談
す
る
よ
う
指
示
し
ま
す
。
」
と
伝

え
た
。

Z
2
2
骨。
B
P
g
E
g仲田
ω
g
E
4
2
2。
p
g
E
o
E
包
括
p
d『
g
v
E
m件。
p
v
g
m
q
ω
M
L
g
m・
M勺
同
ロ
何
回
8
m
l印
F

M門凶
HHHW
同】件・

N・一戸
N・

（
位
）
。
－
z
。叫
5
0
2
2
Z
E
R
O
2。
σσ
吋

p
s
s
z
問。
Z
2
↓・

0－2
2
U選
h
S浴
室
内
向
お
お
札
』
建
立
。
ぬ
と
お
き
N
e
s
s
H
S

同
。
ミ
PNUANIMMwqq～』
hdashNN
弓
R
S
Sぬ（
ω
o
g－
－
s
B
S
回。。】向。。
B
3ミ
・
忌
斗
∞
）

whmgl怠斗・

（
必
）
同
草
案
で
、
李
承
晩
は
、
ダ
レ
ス
が
「
か
つ
て
の
ア
ジ
ア
の
侵
略
者
」
日
本
を
増
強
し
よ
う
と
す
る
計
画
を
も
っ
て
い
る
と
み
て
い

て
憂
慮
し
て
い
た
。
「
隣
国
と
平
和
裏
に
生
き
て
い
く
よ
う
日
本
が
改
心
し
た
ら
、
過
去
に
つ
い
て
許
し
、
忘
れ
る
」
こ
と
が
で
き
る
が
、

李
の
眼
に
は
そ
の
よ
う
な
日
本
の
姿
が
映
っ
て
い
な
か
っ
た
。
同
草
案
が
国
務
省
に
送
ら
れ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
オ
リ
バ
ー

は
、
そ
れ
が
オ
リ
バ

l
自
身
へ
の
返
答
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
何
日
HOO－ω
8
1可
8
0ロ〈
O司
。
ロ
。
2
。
V
2
H∞
L
u
g－
g
ω
£
B岸

－z
g門事件。
ω
S
R
U
o
u
m
W
2
B
O
E・
。
ロ
認
可
（
冨
斗
∞
）
・

hg∞
lk当
0・

（
叫
）
。
ロ
40叫（岡山田斗∞）
whHAW∞
lhH斗
0
・

（
必
）
金
（
一
九
八
六
年
）
一

O
九
｜
一
一

O
頁
。
一
九
五
八
年
一
月
二
五
日
、
韓
国
外
相
は
、
非
共
産
圏
同
盟
国
間
の
よ
り
緊
密
な
連
携

を
促
進
す
る
と
い
う
ダ
レ
ス
国
務
長
官
の
提
案
に
賛
成
で
あ
っ
た
が
、
韓
国
は
未
だ
に
日
本
を
地
域
的
な
同
盟
に
入
れ
る
こ
と
に
つ
い
て

は
臨
時
陪
し
て
い
る
と
米
側
に
伝
え
て
い
る
。
そ
れ
は
日
韓
関
の
違
い
か
ら
で
は
な
く
、
韓
国
は
日
本
が
反
共
主
義
勢
力
で
あ
る
と
み
な
す

こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
L

、。
ι

『
」
〈
吋
司
同
同
同
kpNMW恥
hwlNMWU句、
S
N・M可LUauu可
lNM淀川
hw
（ω。。己
υ

J

問。ロ包
Z
I
g－
H也匂
ω）・
N
S・、。
ι

『
」
〈
吋
司
同
町
岡
弘
同
と
は
在
ソ
ウ
ル
米
大
使
館
の
週
刊
報
告
集
で
あ
る
。

（必）

behqH選
S
H
R》
＼
匂
ね
な
切
ミ
－
町
民
F
ω
0同》件。
s
σ
2
N
0・
H∞
E
・
ω出
lω
也印・

（
訂
）
マ
ニ
ラ
条
約
の
付
随
書
に
お
い
て
、
同
条
約
第
三
条
（
経
済
・
社
会
協
力
）
と
第
四
条
（
集
団
防
衛
）
の
条
約
対
象
地
域
と
し
て
カ

ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
ベ
ト
ナ
ム
国
行
政
管
轄
下
の
「
自
由
地
域
」
（
北
緯
一
七
度
線
以
南
、
即
ち
南
ベ
ト
ナ
ム
）
が
指
定
さ
れ
た
o

H
M
g
gの巳
g
S
σ
ω
。
己
v
g
E
K
F包
ω
。。＝
0
2
2
0
U
O向。ロ
ωO
斗
お
巳
M
J
b
e
bミ
違
S
H
。
＼
め
宮
常
国
ミ
r
H
S・印。司件。旨
σ
o
p
N
0・
H∞忠・
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E、『炉

395. 

（事）
M
e
m
o
r
a
n
d
u
m
 of Conversation, 

b
y
 Walter H. 

D
r
e
w
,
 Office 
of Northeast Asian Affairs, 

July 21, 
1954, 

F
R
U
S
,
 1952-54, XII, pt.1, 

649.
輔
＜
－
＋
＜
躍
題
E
雄
栴

ti
’
「
~
~
1
千
社
蝶
~
饗
筆
書
」
築
総
判
杓
£
ヰ
ヰ
包
韓
国
為
科
審
議
入

j
E;'
）；ト異議三

1
~
~
鰭
ド

t
-
O
~
:
Q
!
l
h
1
ト

rく
~
~
t
-
0
E;' 
~
j
揺
摺
_
J
~
込
’
韓
国
e
掛
題
脚
帥
，

Lと
語
会

1醤
国
民
炉

t-0la'組
組

~~t-0..lJ
畿
領
_
J
~
O
~
れ

1ト

ー
サ
入

ti
＂
蝶

fE
｛~
g
豊
富
手
単
台
~
~
~
包
’
韓
国
為
掛
題
！
と
語
会
＇

..lJt-0
旨
濯
主
担
当
脈
経
Lよ
さ
主
単
v
布
時
..lJ
1脅
γν
エ
時
。
F
R
U
S
,

1952-54, XII, pt.1,648-649. 

（争）
巣
輔
〈
唱

~Ila:毎
駅
（
U
S
-
U
K
Joint S
t
u
d
y
 G
r
o
u
p
 o
n
 Southeast Asia Defense) 

!l 
0
エ
ν
当
F
R
U
S
,
1952-54, XII, 

pt.1, 597,607, 611, 614, 633, 643 ~
執
盤
。

(S5) 
線
+1
蝶
手
.Jti
ド
j
e
蝶
~
E;'Dll
窓
会
1足
掛
J
’
会
。
’
蝶
程
調
餐
E;'
｛~ <111 
!l »

眠
鍾
~t-0

幸
司
起

!l~t-0;¥1E;'
エ
恥
ヰ
ヰ

-RE;'
~
t
i
"
 
I
)
 E;' 

感
~
!
l
寝

t-<(1眠
時
吋
小
堤
~~E;-<111•

1
 i出
E;-4ロ

幅
三
吋
.
＞
：
：
＇
~
鰹
れ
J~t{a!J.,.)J

：長手.J~t-OJ
人
J_J’

線
〈
蝶
~
「

1)
Q
様
~
!
l
~
士
崎

、
感
~
君
管
、

..lJti"
1咲
恒
ト
：
入
ト
e
制
緩
君
餐
（
ト
：
入
ト

E;'壊
~
~
~
E
;
'
炉
で
い
e
騨
斗
-
1
~
~
~氾
~
）
肖

b!fil笹
~
1
手
洗

E;'<111~長
調
餐

（
判
維

111
制
1
1
1
0
<
R
~
今~E;'~

聞
ー
社
調
餐
会

1盤
-v)

~年1♀
小
口
語
~
~
盟
主
’
組
長

+1婦
な
事
費
｛
~!l
足
。
ド

1)
e
蝶
~
!
l
~
き
t-<(~t-0困

e
雁

斗
-1~
蝶
程
調
餐

!l~恒
常
時
~
台
’

t-\-'Q
毒
2蝶
程
調
餐
~
側

)ffi.(~t-0~
台
’
畑
町

1
i出
E;-4
ロ
傾
!l
吋
ゃ
い
け
e
婦
会
1部
同
炉
時
1
)
..lJ
：
ら
や
柑
J

t-0。
」
，
u
同
約
~
~
o
「
帳
怪
ト
：
入
ト
~
担
保
~
」
（
『
巴
＊

:t丈
例
制
陣
争
〈
抑
・
社
側
3

』）
i＇
ト
ー

4れ
て
｛
？
く
『
割

~..lJCロ
持

.r
j咲
傾
＋
＜
糾
帳

理
士
判
記
控
訴
~l韮
E
モ
ト
罫
骨
盤
控
訴
兵
制

P
http://www.ioc.u-tokyo.ac.jp／～

worldjpn。
（
巴
）
“
N
e
w
s
Conference Statements

，”
D
e
c
e
m
b
e
r
 1, 
1954, 
Department of State Bulletin, 

D
e
c
e
m
b
e
r
 13, 
1954, 

895-97. 

（岱）
T
e
x
t
 of the M
u
t
u
a
l
 Defense Treaty b

e
t
w
e
e
n
 the United States a

n
d
 the Republic of China, D

e
c
e
m
b
e
r
 2, 

1954, D
φ
artment of State Bulletin, D

e
c
e
m
b
e
r
 13, 1954, 899. 

(i;5) 
Press release, N

o
v
e
m
b
e
r
 17, Department of State Bulletin, D

e
c
e
m
b
e
r
 13, 1954, 894. 

（苫）
L
e
s
 Buszynski, S.EA.T.0.: Failure of a

n
 Alliance Strategy (Kent Ridge: Singapore University Press, 1983), 

chapters 1
 an
d
 2. 
K
e
n
n
e
t
h
 W
.
 Condit, Histo

ηy of the Joint Chi1φ
of Staff,，

防
lume
VI, 
T
h
e
 joint Chiφ

of Sta.グ

a
n
d
 National Policy, 

1
9
5
5
-
1
9
5
6
 (Historical Office, Joint Staff, 

Washington, D. C., 
1992), 
221-228; B

y
r
o
n
 R. 
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宮
町
。

F
E
S仏
当
包
件
。
吋
∞
・
司
。
。
－
0
・
M
J
君
、
ミ
ミ
（
リ
b
h
町
、
ザ
ミ
川
町
宮
、

sh片足
Q
R
Sミ
M
M
ミ一

ε、N
U
U可
l
N
b
q
q
（d
g
ω
Eロ
m
g
p
U－
n－一

。
民
付
。
。
コ
v
o
n
F包
ロ
ロ
ωロ
。
ご
vo
』
。
宮
丹
わ
E
O同ω
。同

ω
g
R
W
N
c
o
g・
NHJ可
l
M
M
0
・

（日）

Zω
わ印
2
N
D＼
ω
g
g
g
o
E
え

p
v
z
a
。ロ巴・

ω・
司
。
ロ
ミ
吉
富
包
ロ
－
mロ島
ω。
己
Fomm同
kram－＝
ω
8
Z
B
σ
2
m
L也
印
少
、
河
内
～
戸

呂町印一
1
一回匂印一寸
1

〈。－
c
g
o
M門
M門
戸
別

m
E
k
r
a
mロ
ω。
。
ロ
ユ
与
一
ハ
vmgσ
。
e
R
F
m
w。ω
（口
ωの
司
。
・
忌
句
。
）
・

N町、吋・

（日）

beぬ
ミ
ミ
ミ
。
」
「
’
切
官
官
同
ミ
宣
言
・
冨
向
。
Fω
ゲ
呂
町
∞
・
印
cm・

（
貯
）
一
九
五
五
年
二
月
二
七
日
、
第
一
回
S
E
A
T
O
理
事
会
で
、
韓
国
外
相
は
韓
国
が
S
E
A
T
O加
盟
の
意
思
が
あ
る
こ
と
を
表
明

し
た
。
『
韓
園
外
交
年
表
』
（
ソ
ウ
ル
一
国
立
国
会
図
書
館
、
一
九
七
四
年
）
一

O
五
頁
［
韓
国
語
］
。

（
回
）
崖
永
鏑
「
李
承
晩
政
権
に
よ
る
反
共
外
交
の
展
開
｜
｜
韓
国
の
対
東
南
ア
ジ
ア
外
交
の
始
ま
り
」
『
ア
ジ
ア
経
済
』
三
二
巻
五
号

（
一
九
九
一
年
五
月
）
五
八
｜
五
九
頁
、
松
田
春
香
「
東
ア
ジ
ア
『
前
哨
国
家
』
に
よ
る
集
団
安
全
保
障
体
制
構
想
と
ア
メ
リ
カ
の
対
応

｜
｜
『
太
平
洋
同
盟
』
と
『
ア
ジ
ア
民
族
反
共
連
盟
』
を
中
心
に
」
『
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
』
（
東
京
大
学
）
五
号
（
二

O
O
五
年
）
一
以

下
、
松
田
（
二
O
O
五
年

a
）
一
、
一
四

0
1
一
四
一
頁
。

（
日
）
松
田
（
二

O
O
五
年

a
）
一
四
二
頁
。

（
ω）
第
一
次
使
節
団
（
五
三
年
一
二
月
）
は
中
華
民
国
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
園
、
タ
イ
、
第
二
次
使
節
団
（
五
四
年
二
l
三
月
）

に
中
華
民
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ピ
ル
マ
、
タ
イ
を
歴
訪
し
た
。
松
田
（
二

O
O
五
年

a
）
一
四
二

l
一
四
五
頁
。

（
日
）
五
四
年
六
月
一
五
日
か
ら
一
七
日
ま
で
、
「
ア
ジ
ア
民
族
反
共
大
会
」
が
韓
国
の
鎮
海
で
開
催
さ
れ
、
大
会
最
終
日
に
「
ア
ジ
ア
反

共
連
盟
憲
章
」
が
採
択
さ
れ
、
「
自
由
ア
ジ
ア
」
諸
国
が
共
産
主
義
の
脅
戚
に
対
抗
す
る
た
め
に
集
団
安
全
保
障
の
強
化
と
軍
事
同
盟
結

成
に
努
力
す
る
こ
と
、
ア
メ
リ
カ
と
緊
密
に
連
携
す
る
こ
と
、
反
共
機
構
創
設
の
た
め
に
事
務
局
を
ソ
ウ
ル
に
設
置
す
る
こ
と
が
明
記
さ

れ
た
。
松
田
（
二

O
O
五
年

a
）
一
四
八
！
一
四
九
頁
。
松
田
春
香
「
ア
メ
リ
カ
・
韓
国
・
南
ベ
ト
ナ
ム
の
軍
事
交
流
の
は
じ
ま
り
｜
｜

李
承
晩
・
韓
国
大
統
領
に
よ
る
韓
国
軍
イ
ン
ド
シ
ナ
派
兵
提
議
を
中
心
に
」
同
時
代
史
学
会
編
『
朝
鮮
半
島
と
日
本
の
同
時
代
史
』
（
日

本
経
済
評
論
社
、
二

O
O
五
年
）
一
以
下
、
松
田
（
二

O
O
五
年
b
）
一
二
四
二
｜
二
四
三
頁
。

（
臼
）
「
前
哨
国
家
」
に
つ
い
て
は
松
田
（
二

O
O
五
年

a
）
、
松
田
（
二

O
O
五
年
b
）
参
照
。

（
臼
）
、
。
同
旨
吋
司
同
同
同
』
（
H
8
3・4
巳・∞

L
∞印
P
匂・

5
N・

（
倒
）
「
東
亜
日
報
』
一
九
五
四
年
二
月
八
日
、
松
田
（
二

O
O
五
年

a
）
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一
四
六
頁
よ
り
引
用
。



アイゼンハワ一政権の西太平洋集団安全保障構想と米韓関係

（
日
）
松
田
（
二

O
O
五
年

a
）
一
四
六
頁
。

（
ω）
五
九
年
夏
、
李
承
晩
政
権
は
、
東
ア
ジ
ア
反
共
諸
国
指
導
者
会
議
の
開
催
を
推
進
し
、
韓
国
外
務
部
は
「
東
ア
ジ
ア
諸
国
機
構

（
。
円
窓
口
町
忠
吉
田
。
崎
明
白
2
k
p包
g
Z巳
宮
口
ω）
」
計
画
を
起
案
し
て
い
た
。
そ
れ
は
政
治
、
軍
事
、
社
会
・
経
済
、
文
化
面
で
の
協
力
を

目
的
と
し
た
政
府
問
機
構
の
設
立
で
あ
っ
た
が
、
「
反
共
の
組
織
化
と
日
本
の
排
除
と
い
う
志
向
性
に
は
変
わ
り
が
な
く
、
関
係
国
か
ら

の
協
力
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
」
曹
良
鉱
『
ア
ジ
ア
地
域
主
義
と
ア
メ
リ
カ
｜
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
期
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
国
際
関
係
』
（
東
京
大

学
出
版
会
、
二

O
O九
年
）
一
六
五
頁
。

（mw
）
・
、
。
ι

己
〈
吋
司
同
同
同
』
（
HSω
）w
g－・口戸呂町∞・
NH∞・

（ω∞
）
、
。
ι

己〈
M3
司
同
同
同
九
回
（
忌
∞
ω）・
4
己・∞
L
山即日夕

HaN・

（
ω）
同
庁
四
回
向
島
区
－

p
h円。、
S
ぱ
句
逮
喝
さ
お
同
宮
内
九
』
ミ

S
S
R
H
b。
奇
偽
札
M
M
ミ
ミ
む
（
吋
。
－

q。
υ
n
v色
。
ω
開
・
吋
己
己
ゅ
の
。
B
3ミ・

］｛句。。）
wH∞∞・

（
初
）
。
。
ロ
色
伊
丹
（
H匂
匂

N）wNNHlNN弁
明
包
円
。
E
E
ω
ロ色可。。－
o
（N
c
o
s・
NH∞
lNH∞一一回口
ωNM『ロ
ω｝巳（一
S
∞
ω）whSlm0・

（冗）

F
Z
Z吋
同
円
。
自
任
。

ω
2
5
Sミ
。
片
山
山
富
件
。

z
s
o
同M
B
ω
E
g
F
冨
ω巳

F
宮町号。
F
L
r
H句切∞
whη
同門
U
L
S∞
1
5
a
0・un
〈
戸
開
何
回
卑

〉
ω－mw
l
同Mmw
己
出
。
問
。
包
O
R
n
m
B
σ
。仏宮一円、”。
ω
（巴
ωの司。・］戸山由也
N
）w
。・

（
η
）
阪
田
（
二

O
O
五
年
）
三
O
九
｜
コ
二

O
頁。

（
ね
）
国
家
安
全
保
障
会
議
政
策
文
書
六
O
O
八
／
一
「
米
国
の
日
本
に
対
す
る
政
策
」
（
一
九
六
O
年
六
月
一
一
日
）
で
は
、
自
衛
隊
の

役
割
に
つ
い
て
、
「
日
本
の
部
隊
の
現
在
の
任
務
は
、
圏
内
治
安
で
警
察
を
支
援
す
る
ほ
か
に
、
日
本
区
域
（
』
3
8
m
B
m）
の
防
衛
に

参
加
す
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本
地
域
外
で
部
隊
を
使
用
す
る
た
め
に
任
務
を
拡
大
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
は
い
か
な
る
場
合
で
も
、
（
日
本

国
）
憲
法
第
九
条
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
憲
法
解
釈
で
は
、
日
本
の
軍
隊
の
使
用
は
日
本
国
の
自
衛
に
限
ら
れ
て
い
る
」

と
確
認
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
「
自
由
世
界
の
力
」
に
対
す
る
日
本
の
貢
献
は
、
「
主
に
経
済
力
、
そ
し
て
ア
フ
リ
カ
・
ア
ジ
ア
地
域
の

穏
健
化
に
寄
与
す
る
影
響
力
」
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
。
「
軍
事
問
題
に
つ
い
て
日
本
の
考
え
が
大
幅
に
変
わ
ら
な
い
限
り
、
日
本
は
地
域

安
全
保
障
の
取
極
め
に
加
入
す
る
可
能
性
は
低
い
が
、
米
国
に
提
供
し
て
い
る
補
給
施
設
や
軍
事
基
地
は
、
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
自
由

世
界
の
軍
事
力
に
大
き
く
貢
献
す
る
」
と
分
析
し
て
い
る
。

hv河内、～
p
s
a
i
s－
M門〈
HHFω
品

0・
2ω
・

（
九
）
富
。
目
。
B
ロ島区
Bσ
司
君
ロ
ω。ロ
S
F
M
W
M
J
K
F匂
昆

H0・
H匂
E
・
M勺同門、匂
S
S
i
g・
M門
戸
玄
－
yhHH∞
・
李
鍾
元
（
一
九
九
六
年
）
八
八
｜
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八
九
頁
。

（布）

Zω
の
匂
N
ω
W
C・
ω・可。

za↓。
4
3
E
1『巳

dgロ
mg色
任
命
。
。
2
5
B
O
E
え
任
。
同
8
6
E甘
え
の
E

5
・
0
2。
宮
吋

P
S勾・

可
河
内
切
wH也
mm・－山由旬、ア〈。戸口
HWnFHロ
mw（
cmの同
M0・
HmEMW3
・。
NOlaNN・司包吋の｝回出品
ωロ仏句。。目。（
N
c
o
s
・
NO∞・

（
花
）
司
包
円
。
E
E
m口弘司。。－
o
（N
c
o
g・
H由∞
INCH－

（竹）

Zω
ハ
u
g
o
F
m
g
z
s
o
E
丘
口
・

ω－
F
｝】仙の可件。羽

mwE
問。
B
P
』巳可

H・
5
印
夕
、
河
内
、
－
・

5
m∞
1
5
8・
M
〈
HF
勾
ω
・

（
花
）
吋
巴

o
m
g白
骨
。
自
任
。
開

Bσgω
可
宮
問
。

5
m
g
s
o
U
8
m
W
2
5
8件。同
ω
S仲
0

・∞

g
巳
・
冨
ミ
ω
0
・
5
8・M
吋同ロ凶・

5
8
1
5ミ・

凶
阿
国
F
H
O
h日・

（
乃
）
冨
O
B
O
Eロ
内
宮
白
色
巴
・

ω・l司円。ロの
F
1『巳
Wω
町民

C
C包
円
。
吋
S
F
K
F古江－
NN・
H∞
E
・M
勺河内、
M
F
H由印
N
l
s・凶
HHF
宮
w
ユ
ゲ
宮
内
田
？

のF
E
m
（口
ωの司。・

5
∞
N）・
h
s
r
松
岡
完
「
一
九
五

0
年
代
ア
メ
リ
カ
の
同
盟
再
編
戦
略
」
「
国
際
政
治
』
一

O
五
号
（
一
九
九
四
年
一

月
）
八
五
頁
、
松
田
（
二

O
O
五
年

a
）
一
四
九
頁
。
韓
国
の
白
善
樺
将
軍
に
よ
れ
ば
、
米
軍
は
韓
国
の
戦
力
増
強
計
画
を
東
南
ア
ジ
ア

に
も
適
用
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
い
う
。
白
善
爆
『
若
き
将
軍
の
朝
鮮
戦
争
」
（
草
思
社
、
二

O
O
O年
）
四
二
三
頁
。

（
初
）
松
田
（
二

O
O
五
年
b
）
二
五
六
頁
。

（
剖
）
松
田
（
二

O
O
五
年
b
）
二
五
六
頁
。

（
幻
）
白
善
爆
（
二

0
0
0年
）
四
二
三
頁
、
松
田
（
二

O
O
五
年
b
）
二
五
六

l
二
五
七
頁
。

（
お
）
同
司
区
内
田
。
｝
阿
国
。
ロ
m－
q
暗
号
喝
さ
旬
、
h
H

ミ
ミ
ヨ
～
旬
。
町
内
l
q
r
切河内
N
b
R
S的
匂
ミ
ミ
s
h
Hを
さ
丘
一
言
善
事
ぽ
、
（
司
F
U・
口
町
8
1
m
z。
p
d巳〈
2
・

a
q。同
ω。
g
s
n
m円。
E
E
L
3
5・唱・
8
・
松
田
（
二

O
O
五
年
b
）
二
五
七
頁
。
同
テ
コ
ン
ド
l
教
官
団
は
東
南
ア
ジ
ア
歴
訪
中
、
南

ベ
ト
ナ
ム
政
府
の
要
請
で
、
一
カ
月
に
わ
た
り
サ
イ
ゴ
ン
な
ど
各
地
を
回
っ
た
。
そ
の
次
に
韓
国
の
テ
コ
ン
ド
l
教
官
団
が
南
ベ
ト
ナ
ム

に
派
遣
さ
れ
た
の
は
六
二
年
二
一
月
で
あ
る
。
チ
ェ
・
ヨ
ン
ホ
『
一
冊
で
読
む
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
韓
国
軍
』
（
ソ
ウ
ル
一
国
防
部
軍
史
編

纂
研
究
所
、
二

O
O
四
年
）
［
韓
国
語
］
、
三
八
四
頁
。

（
制
）
李
承
晩
大
統
領
は
、
五
四
年
一
月
二
八
日
、
ハ
ル
極
東
軍
司
令
官
に
対
し
て
韓
国
軍
一
個
師
団
を
ラ
オ
ス
に
派
兵
す
る
こ
と
を
提
案

し
、
六
月
に
は
ヴ
ァ
ン
・
フ
リ
l
ト
将
軍
に
韓
国
軍
三
個
師
団
の
イ
ン
ド
シ
ナ
派
兵
を
申
し
出
て
、
ヴ
ァ
ン
・
フ
リ
l
ト
自
ら
が
、
韓
国

兵
と
と
も
に
米
軍
将
校
の
派
遣
、
国
府
軍
一
l
l
二
個
師
団
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
「
象
徴
的
規
模
の
兵
力
」
、
イ
ン
ド
シ
ナ
情
勢
が
悪
化
し
た

場
合
は
米
海
兵
隊
の
派
遣
も
合
わ
せ
て
提
案
し
、
統
合
参
謀
本
部
に
上
申
し
た
。
七
月
初
め
に
李
大
統
領
は
ブ
リ
ッ
グ
ス
（
巴
－
古
田
ユ

mmω
）
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駐
韓
米
大
使
に
対
し
て
、
韓
国
軍
二
ll三
個
師
団
の
即
時
派
兵
案
を
持
ち
か
け
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
l
大
統
領
に
伝
え
る
こ
と
を
要
請
し
た
。

李
（
一
九
九
六
年
）
九
六
頁
。

（
お
）
五
四
年
の
韓
国
の
提
案
に
対
す
る
米
政
府
内
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
李
（
一
九
九
六
年
）
九
四
｜
九
七
頁
、

E
w
m
g
Q
c
o
g・

お
l
g、
松
田
（
二

O
O
五
年
b
）
二
四
三
｜
二
五
一
頁
参
照
。

（
鉛
）
当
時
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
新
聞
は
、
李
承
晩
大
統
領
が
反
乱
軍
を
支
援
す
る
た
め
に
「
志
願
兵
」
の
派
遣
を
計
画
し
、
屋
徳
新
駐
越

大
使
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
反
乱
軍
指
導
者
と
接
触
し
て
い
る
と
報
じ
た
が
、
崖
大
使
が
李
承
晩
に
報
告
し
た
際
、
同
報
道
の
内
容
は
否
定

し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
李
へ
の
報
告
で
、
崖
大
使
は
「
S
E
A
T
O
地
域
は
わ
れ
わ
れ
が
戦
略
的
か
つ
政
治
的
に
利
害
を
持
つ
地
域
」

で
あ
る
と
み
て
、
同
地
域
へ
韓
国
軍
派
兵
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
備
え
て
、
「
韓
国
海
空
軍
の
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
定
期
的
訪
問
に
よ
る

訓
練
の
必
要
性
」
を
指
摘
し
、
派
兵
に
備
え
て
の
軍
事
交
流
の
意
義
を
指
摘
し
た
。
李
（
一
九
九
六
年
）
九
七
｜
九
八
、
一

O
三
頁
。

（
釘
）
李
（
一
九
九
六
年
）
九
八
頁
、
司
包
R
Vロ島町宮内田虫｝。－
o
（N
c
o
g・
MNHlNNN・

（
∞
∞
）
冨
O
B。
S
ロ
内
田
区
自
。
向
。
。
口
語
吋

g立。
P
U
8
m
w耳
目
。
ロ
件
。
同
盟
旦
0・項目窃
E
ロ何件。

p
』

C
S
F
H也印∞－

N勺河内
h
切

W
E
a
l
E白
0

・
M門〈
HW

h
p
H

・

（的）

Zω
（ummEHω
・
E
ω
g
R
B
Oロ件。同
C
・m・
MMawM『
E
5
0
司凶吋一明白
ωデ
喧
印
。
玄
O
B
σ
2
N
m
w
呂町山
y
h
η

河内

u・
5
∞∞
lHU∞0
・
M門〈
FHω
∞・

（
卯
）
曹
良
鉱
の
一
九
六
0
年
代
の
ア
ジ
ア
地
域
主
義
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
米
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
が
「
開
発
外
交
」
の
観
点
か
ら
、
ア
ジ
ア

開
発
銀
行
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
協
議
会
（
A
S
P
A
e
）
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
A
S
E
A
N
）
な
ど
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
政
治
・
経
済

面
で
の
地
域
協
力
を
奨
励
し
た
が
、
軍
事
・
安
全
保
障
面
で
は
「
従
来
の
ハ
ブ
・
ア
ン
ド
・
ス
ポ
l
ク
体
制
」
即
ち
既
存
の
地
域
同
盟
体

制
を
維
持
す
る
方
針
を
貫
い
た
。
六
五
年
三
月
の
米
極
東
地
域
公
館
長
会
議
で
も
「
現
存
の
地
域
同
盟
構
造
に
お
け
る
い
か
な
る
大
幅
な

変
化
も
適
切
で
は
な
い
」
と
確
認
さ
れ
て
い
る
。
曹
（
二

O
O九
年
）
四
七
｜
五
一
頁
。

（引）

Z
。件。

σ可
5
0
何
M
m
R
E
2
0
ω
2
5
g円可（
F
m
w
s
z
s
o
z
ω
。
。
ロ

C
・
m・可。－片山可吋。割問吋円四一問。円。
ω
（Zω
わ印也（）叶）

L
巳
可
ゲ
呂
町
山
y

h
v
同円、句．同也印∞
l］
s
a
c－
M内〈
HHF
旬、口・

（位）

Z
2
0
F
M『
任
。
何
Mmゅの
5
2。
∞
ゅ
の
お
冨
吋
可
（
F
m
w
s
z
s
o
Z
ω
。
。
ロ
巴
・
∞
・
司
O
Eの
可
吋
0
4
3
E
問。
s
m
（Zω
わ
∞
C
H
S・
z
。〈
O
B
σ
2

N∞・

H句
。
0
・可河内～－戸

H匂印∞
l］
S
a
c－
M内〈口
HwauulJ可｛）斗・

（mm
）
李
鍾
元
「
韓
日
国
交
正
常
化
の
成
立
と
ア
メ
リ
カ
」
近
代
日
本
研
究
会
編
『
戦
後
外
交
の
形
成
』
（
山
川
出
版
社
、

アイゼンハワ一政権の西太平洋集団安全保障構想と米韓関係

一
九
九
四
年
）
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参
照
。

（
悦
）
回
ロ
ω
N
可ロ
ω
在
（
一
号
∞
ω
）w
H
ω
m
l
H
h
H
0
・

（侃）

A
S
P
A
C
は
非
軍
事
協
力
組
織
で
あ
り
、
韓
国
、
日
本
、
台
湾
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
南
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
豪
、

N

Z
が
参
加
し
た
（
ラ
オ
ス
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
資
格
）
。
米
国
は
加
盟
し
な
か
っ
た
が
側
面
支
援
し
た
。
曹
（
二

O
O九
年
）
一
九
六
l
一

九
八
頁
。

480 


